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第３回定例会会議録 

 

令 和 ５ 年  ９ 月  ４ 日 （ 月 ） 

開  会  午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 

－－－日程第１  開会宣言－－－    

○議長（五味髙明君）   おはようございます。これより、令和５年第３回御代田町議会定

例会を開会します。  

 本日暑くなることが予想されますので、随時、上着を脱ぐことを許可します。  

 ただいまの出席議員は１３名であります。尾関充紗議員より欠席の届出がありま

した。  

 理事者側は全員の出席であります。  

 直ちに本日の会議を開きます。  

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。  

 

－－－諸般の報告－－－    

○議長（五味髙明君）   日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。  

 柳澤議会事務局長。  

（議会事務局長  柳澤俊義君  登壇）    

○議会事務局長（柳澤俊義君）   それでは、書類番号１をお願いいたします。  

 諸般の報告  

 令和５年９月４日  

 １．本定例会に別紙配付のとおり町長から議案２８件、報告１件、諮問１件が提

出されています。  

 ２．監査委員より監査報告が別紙のとおりありました。  

 ３．本定例会に説明のため町長ほか関係者に出席を求めました。  

 ４．本定例会における一般質問通告者は、森泉謙夫議員他７名であります。  

 ５．閉会中における報告事項は別紙のとおりです。  

 次の２ページから１５ページまでは、監査委員の例月現金出納検査報告書及び定

期監査報告書ですので、後ほどご覧ください。  

 １６ページの閉会中の報告事項につきましては、全員協議会の折に報告いたしま
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すので、この場においては省略いたします。  

 以上です。  

○議長（五味髙明君）   以上をもって諸般の報告を終わります。  

 

－－－日程第２  会期決定－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２  会期決定の件を議題とします。  

 本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してありますので、

議会運営委員長より報告を求めます。  

 小井土哲雄議会運営委員長。  

（議会運営委員長  小井土哲雄君  登壇）    

○議会運営委員長（小井土哲雄君）   報告いたします。  

 ８月２５日午前１０時より、議会運営委員会を開催し、令和５年第３回御代田町

議会定例会に提出の議案、一般質問等について審議日程等を決定したので、報告い

たします。  

 本定例会に町長から提出された案件は、議案２８件、報告１件、諮問１件の計

３０件であります。一般質問の通告者は８名でありました。  

 ６月定例会以後提出された陳情、請願はありませんでした。  

 これにより、会期は、本日より９月１４日までの１１日間とすることに決定いた

しました。  

 次に、審議日程表につきましては、書類番号１、１７ページをご覧ください。  

 令和５年第３回御代田町議会定例会会期及び審議日程表  

 第  １日   ９月  ４日  月曜日  午前１０時  開会  

                       諸般の報告  

                       会期の決定  

                       会議録署名議員の指名  

                       町長招集の挨拶  

                       議案上程、議案に対する質疑  

                       議案の委員会付託  

 第  ２日   ９月  ５日  火曜日  午前１０時  一般質問  

 第  ３日   ９月  ６日  水曜日  午前１０時  一般質問  
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 第  ４日   ９月  ７日  木曜日  午前１０時  町民建設経済常任委員会  

 第  ５日   ９月  ８日  金曜日  午前１０時  町民建設経済常任委員会  

 第  ６日   ９月  ９日  土曜日        休会  

 第  ７日   ９月１０日  日曜日        休会  

 第  ８日   ９月１１日  月曜日  午前１０時  総務福祉文教常任委員会  

 第  ９日   ９月１２日  火曜日  午前１０時  総務福祉文教常任委員会  

 第１０日   ９月１３日  水曜日  午前１０時  全員協議会  

 第１１日   ９月１４日  木曜日  午前１０時  委員長報告  

                       質疑  

                       討論  

                       採決  

                       議会構成  

                       閉会  

 続いて、各常任委員会、全員協議会の会場、時間について報告いたします。  

 １８ページをお願いいたします。  

 常任委員会開催日程  

 町民建設経済常任委員会  

     ９月  ７日  木曜日  午前１０時  委員会室  

     ９月  ８日  金曜日  午前１０時  委員会室  

 総務福祉文教常任委員会  

     ９月１１日  月曜日  午前１０時  委員会室  

     ９月１２日  火曜日  午前１０時  委員会室  

 全員協議会の日程  

     ９月１３日  水曜日  午前１０時  委員会室  

 以上となります。  

 報告を終わります。  

○議長（五味髙明君）   ただいま議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日より

９月１４日までの１１日間としたいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    
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 異議なしと認めます。  

 よって、本定例会の会期は、本日より９月１４日までの１１日間と決しました。  

 

－－－日程第３  会議録署名議員の指名－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第３  会議録署名議員の指名を行います。  

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において  

  ６番  赤田憲子議員  

  ７番  中山温夫議員  

 を指名します。  

 

－－－日程第４  町長招集あいさつ－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第４  町長より議会招集の挨拶を願います。  

 小園町長。  

（町長  小園拓志君  登壇）    

○町長（小園拓志君）   議員の皆様におかれましては、お忙しい中にもかかわらずご参集

を賜り、令和５年第３回御代田町議会定例会が開会できますことに心から感謝を申

し上げます。  

 昨日、浅間国際フォトフェスティバルが閉会となりました。１か月半にわたる開

催の中で皆様にもご理解いただきながら開催したわけでございます。今のところ、

前回と比較しましてお客様２割ぐらい増えたのではないかと担当から報告を受けて

いるところであります。各週末にいろいろなイベントを開催させていただいたこと

などから、昨年以上に来場者の掘り起こしができたことは大変ありがたいなと思っ

ております。また来年以降の開催に向けて真剣に検討してまいりたいと思います。  

 また、今回、今議会は決算議会であります。今後の政策にも密接に関わりがある

部分が大変多うございます。慎重な審議をお願いできればと思っているところでご

ざいます。  

 今回の提出議案についていろいろご説明したいと思うんですが、その前に、前回

議会から既に、当然ですけれど３か月が経過しております。その中で今後御代田町

に欠かせない政策についていろいろと調査・研究し、また職員と議論をし、一定の

方向性が見えてきた部分がありますので、本日この時点での検討状況について皆さ
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んにお話ししたいと思います。少々長くなりますが、お付き合いいただければと思

います。  

 筆頭に掲げるべきは子育て政策かと思います。私が初当選した４年前から、子育

てを前面に掲げて政策を進めてまいりました。２月の町長選挙において私は、３歳

未満児保育料の軽減と町独自の児童手当の二つを公約に掲げました。  

 まず、３歳未満児保育料の軽減についてであります。保育料には２種類ありまし

て、３歳以上児の保育料と３歳未満児の保育料があります。よく３歳という言葉を

抜いて「以上児」、「未満児」と言うことがよくありますが、このうち３歳以上児

の保育料に関しましては、皆様ご案内のとおり、令和元年１０月に全国一律で無償

化されたところであります。ちなみにその際、同時に幼稚園も無償化されておりま

す。  

 一方、３歳未満児の保育料については、それぞれのご家庭でご負担いただいてお

ります。国としては、全国一律の取組で予算的に未満児までカバーし切れないとい

うのが実態なのかなと考えているところでありますけれども、家庭の負担額が大き

い未満児のほうも私なりに何とかできないかと感じてきたところであります。  

 対象をどこにするのかということについては、ご家庭での費用負担の大変さと、

町として可能な予算額とのバランスで決定していくべきことだとは思っております

けれども、私は、選挙中も掲げておりましたとおり、１人目のお子さんからより産

み育てやすいようにしたいという思いがございます。もちろんこれまで町として取

り組んでいる同時在園、２人目の半額軽減、また３人目以降の全額免除も維持した

上で、ただこれは一部のお子さんでありますので、今後全てのお子さんについて軽

減を図ることを基本として取り組んでまいりたいと考えているところであります。

時期が来ましたら議会の皆さんにお示し申し上げたいと思いますので、その際はど

うかよろしくお願いいたします。  

 また、町独自の児童手当についてであります。ごちゃごちゃになってしまわない

ようにご説明したいと思いますが、まず、今定例会において一般会計補正予算案と

して議会の皆さんにお示しするのは、現在、国が一定所得以上の家庭を給付対象か

ら外している、いわゆる所得制限について町独自に撤廃するご提案であります。  

 児童手当法の改正により、昨年６月から、児童手当の受け取りに所得限度額が新

設され、児童を養育する世帯の所得が限度額以上の場合は、児童手当本体の手当は
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おろか、１人月５ ,０００円に減額して支給される特例給付もストップされてしま

いました。私は、親の所得と関係なく全てのお子さんにこういった手当は支給する

のが筋だと考えております。政府は今のところ、来年中に所得制限の撤廃に踏み切

る方針のようでありますが、私は、子育て支援に所得制限を設けるのは不合理であ

るとお示ししたい。この理不尽な状況をできるだけ早く解消したいと考えておりま

す。御代田町は、政府方針を１年前倒しし、来月の支給分から特例給付と同額の特

別給付金を、今、児童手当を受けられていないお子さん全員に支給するように改め

てまいる方針であります。このため要綱を整備し、今回の補正予算に６月分からの

特別手当として１ ,２００万円を計上しておりますので、議員各位のご賛同をお願

いするところであります。  

 これとは別に私は、町長選挙中に、町独自の児童手当を創設するというお話をし

てまいりました。児童手当という言葉自体は国の制度でありますので、言い方はこ

れから考える必要がありますけれども、分かりやすくするため、ここでは町独自の

児童手当と申し上げてまいります。  

 現在、町の子育て関連の給付制度は、小中学生の給食費無償化と高校生の就学支

援金があります。小中学生の給食費無償化は、お子さん１人当たり年間５万円を超

える町負担です。  

 また、高校生の就学支援金は、年間１万２ ,０００円を支給してあります。ここ

からこぼれ落ちるお子さんには、大きく３つのパターンがあります。最も大きな塊

が、６歳までの未就学児であります。  

 ２つ目が、町内に住んでいて町外の学校に通っている小中学生。給食費の無償化

が基本的に町内の学校を対象にしているということからこぼれ落ちると。  

 また３つ目が、いわゆる高校生年代でも仕事を持っている若い皆さん。私は、御

代田町に住む１８歳までのお子さんについて、現在の支援策から漏れるお子さんも

含めて、全員を何らかの形でサポートしたいと考えております。  

 できるだけ来年度の当初予算に間に合うように設計してまいりたいと思いますの

で、どうかよろしくお願いいたします。  

 これまでお話ししてきたのが、未満児保育料の軽減と国の児童手当における所得

制限の撤廃、そして町独自の児童手当の創設の３つについてであります。さらに幾

つか現在の考え方、現在の進行状況についてご紹介したいと思います。  
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 ４つ目に挙げたいのが、保育園定員のさらなる拡大についてであります。６月の

定例会において、来年４月、おおきくなあれ保育園を運営する法人が、３歳以上児

対象の認可保育園を開設する予定であることをご報告申し上げました。そして国・

県・町による建設補助金の支給に関して補正予算案をお認めいただいたところであ

ります。ですが、これでも町内の保育園の定員は不足していることをお知らせしな

くてはなりません。現在、御代田町で生まれたお子さんのほかに、乳幼児の段階で

保護者と共に御代田町に引っ越してくるお子さんが大変多い状況であります。した

がいまして、町の従来の人口推計を基本に置いた保育園の需要予測を現実が大きく

上回ってきております。私としましては、足元で未満児の保育需要が大きく高まっ

ている以上、３歳以上児の保育需要も当然ながら大きくなると予測しており、子育

てに関する各法人と対話を進めてきております。あまり遠くない将来に、３歳以上

児向けのさらなる保育園開設に関し、議会の皆さんと協議できる状況が来るのでは

ないかと考えております。  

 ３歳以上児の受入れの選択肢が広がりますと、雪窓、やまゆり、二つの町立保育

園の定員にも当然余裕が生まれてまいります。未満児の受入れに関しても、少なか

らずプラスになることが見込まれます。  

 また現在、大変心苦しいことでありますけれども、休止している一時保育の再開

にも道を開くものだと考えております。  

 まだまだ保護者の皆さんにご不便をおかけしておりますが、できるだけ早く現状

を打開したいと考えておりますので、どうかご理解、ご協力をお願い申し上げます。  

 ５点目は、雪窓、やまゆりの両町立保育園の大規模改修についてであります。雪

窓保育園については、給食室が大変手狭でありまして、アレルギー食への対応等、

大変心もとない状況が続いております。建設用地の拡大など課題はあるものの、何

とかめどを立てたいと考えております。  

 また、やまゆり保育園も共通するのですが、現在、両保育園には保育士など職員

のための更衣スペース、更衣室がございません。したがいまして、トイレや倉庫で

こそこそと着替えることを余儀なくされています。  

 また、何らかの悩みを抱える一般の保育士、あまり大っぴらに相談できないこと

も数多くあると思います。一般の保育士が主任保育士、また園長と話すための部屋

もありません。同時に保護者が園側にある程度シビアな相談をするような場面とい
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うのもあるわけですけれども、そういった場合にもプライバシーを確保する手段が

ない状況にあります。さらには、園児が体調不良の際、救護室がないので、体調が

悪い場合は事務室で寝かせているというのが現状であります。時代の変化と常時不

足している保育士の処遇改善や、保護者とのよりよいコミュニケーション、また子

供たちへのケア強化のため、両町立保育園の大規模改修はもはや欠かせないものと

考えております。今後、具体的にテーブルに載せて検討してまいりたいと考えてお

りますので、議員各位のご理解をお願い申し上げます。  

 最後に、これから話題となるであろう役場内へのこども家庭センターの設置につ

いてであります。  

 国では、こども家庭庁が設置されました。政府方針では来年４月から市町村への

こども家庭センター設置を求め、努力義務とする方向であります。御代田町は既に

子育て世代包括支援センターを開設しておりまして、新たなこども家庭センターを

つくるにしても、その機能の多くは既に稼働している状態であります。しかし、こ

ども家庭庁とのやり取りは今後頻繁になってくると思います。そうなりますとやは

り統一した対応窓口が必要となっていることが予想されてまいります。  

 また、児童虐待への対応事案、足元でちょっと増えているんじゃないかなという

感触があります。今後、御代田町で増えてくる可能性があると思います。したがい

まして、努力義務とは申しても、当町の規模では設置は必須のものとなってくるの

ではないかなと考えております。福祉係や健康推進係を持つ保健福祉課と、こども

係を持つ町民課、さらには教育委員会にも関係範囲が及ぶものと思いますので、各

課連携して、できる限り来年度の設置を目指したいと考えております。  

 子育て施策について、るる述べてまいりましたが、子育て以外にも重要な分野は

数多くあります。子育てと同様に重要なのが、高齢者の暮らしについてであります。  

 先日、総務福祉文教常任委員会から要望書を提出したいということで、五味髙明

議長と池田るみ委員長、中山温夫副委員長がお越しになりました。その中でも特に

強調されていたのが、タクシー券の利用上限枚数の引上げかと思います。  

 現在、御代田町は、７０歳以上の高齢者について、１枚１ ,０００円のタクシー

券を３００円で購入できることとなっておりますが、その上限がありまして、年間

４８枚であります。年間４８枚ということは、月に４枚、４ ,０００円分というこ

とでありまして、ある程度遠くの医療機関に通院する場合など、なかなか心もとな
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いのが現状かなと思います。これまで御代田町としては、上限まで使い切っている

方の割合が必ずしも高くないということが統計的に分かっておりまして、上限の引

上げには慎重でありました。しかし前回、タクシー券を１枚４００円から３００円

に負担を値下げしたときに、タクシー券の用途制限も撤廃し、レジャーなどにも使

えるようにしております。ですが、現在、例えば通院に関してはより必要性が高い

ということは、やはり町としても今後サポートをより手厚くする対応が必要なので

はないかなというふうに考えるようにもなってきております。まだ具体的な検討は

これからになろうかと思いますけれども、従来の上限を超える分について、通院な

どの限られた用途について、さらに多く購入できるようにするなどのことを検討し

てまいりたいと考えております。  

 また、今年度は来年度から３年間の第９期介護保険計画の策定時期となります。

コロナ禍で介護保険の利用に変化が見られた部分もありますが、来年度ともなりま

すと、コロナ以前の状況にそれなりに戻ってくると思われます。そんな中で次の期

間の介護保険料をどうしていくかは、かなり大きな課題と捉えております。もし保

険料を上げることとなったらどうするのかをあらかじめ考えておかなくてはなりま

せん。  

 介護保険事業勘定特別会計は、原則的に一般会計からの繰入れが禁止されており

ます。これまでの利用実績等から保険料を検討していかざるを得ないというわけで

あります。したがいまして、保険料を直接的に抑制する方策は極めて限られており

ます。介護保険の第１号保険料を支払っていただいている６５歳以上の皆さんの負

担軽減をどのように図っていくのか、対策を真剣に考えてまいりたいと考えており

ますので、どうかよろしくお願いいたします。  

 これまで述べたとおり、子育て施策、高齢者施策、いろいろ考えております。ほ

かにも重要な施策分野、多数に上りますけれども、このほか各課から取りまとめた

報告や本議会でご提案している議案にも重複する部分が多々ありますので、個別に

指摘し、ご説明としたいと思います。  

 まず、８月の豪雨による被害についてのご報告であります。  

 ８月１日、塩野配水池設置の雨量計で、時間最大雨量２５ mmの豪雨がありました。

この雨により、町道の浅間幹線、これは通称「１０００メートル林道」と呼ばれて

いる道路でありますが、この舟ヶ沢付近で路肩の崩落が発生しました。発生の後、
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私すぐ現場に行きまして、写真を撮って、今「Ｘ」というんですか、旧ツイッター

にも上げさせていただきましたので、状況をつぶさにご覧いただいている方も多い

かと思います。  

 また、同１７日には、時間最大雨量１７ mm、翌１８日は２８ mmの豪雨により、同

じく町道浅間幹線の寺沢区から山地放牧研究拠点草地試験場の区間で４か所の路肩

崩落が発生しました。さらに同２３日も時間最大雨量３０ mmの豪雨があり、倒木等

が発生しました。  

 現在、町道浅間幹線は、この立て続けの被害により、寺沢から舟ヶ沢の区間につ

いて、自転車、歩行者は通行可能としておりますけれども、山地放牧研究拠点草地

試験場の出勤者などの一部を除きまして、自動車については安全を考慮し、通行止

めにさせていただいております。早期開通に向け、災害復旧工事に着手していると

ころであります。いましばらくお待ちいただくことになろうかと思いますけれども、

ご理解をお願い申し上げます。  

 また、同１日には、伍賀地区を中心に降ひょうの被害がありました。佐久浅間農

業協同組合及び農業法人からの報告から、総被害額は２ ,１３７万円に上り、被害

面積は７ .４ haでありました。レタス、サニーレタス、ロメインレタス、キャベツ

の葉物野菜に大きく影響がありました。  

 町民の皆さんがひとしくご経験のとおり、今年の夏はとにかく暑かったですね。

しかしこれが今年だけの問題かというと、むしろ今後の気候変動の序の口に過ぎな

いという専門家の声もあります。先ほど説明した災害の甚大化は、気候変動の影響

も少なくないと捉えておりまして、今後、国土強靭化に関し、御代田町がまとめた

地域計画に基づき、いや、それ以上の防災対策を打っていく必要があると考えてお

ります。議員各位のご意見を賜れたら幸いです。  

 続いて、産業経済課における原油価格・物価高騰の影響に伴う経済対策について

申し上げます。  

 町では、原油価格・物価高騰により経済的に影響を受けている町内の事業者及び

農業者に対し、経営等の支援を目的として、事業者向け、農業者向け原油価格・物

価高騰対応給付金事業を実施しております。令和４年分の事業収入額、もしくは農

業収入額等に応じて、１事業者、農業者当たり５万円から１５万円を支給するもの

で、申請期間は既に９月１日金曜日に始まっておりまして、締切りを１２月２２日
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金曜日までとしております。本事業の詳細については、広報やまゆり９月号も配付

しておりますが、９月号及び町ホームページに既に掲載しておりますので、対象と

なる事業者、農業者の方は、１２月までいいと言わずにできるだけ早く、お忘れな

いようにお早めにお手続、申請手続をお願いしたいと思います。  

 御代田町は、コロナ禍での経済対策の対象者に早くから農業者を組み入れており、

御代田独自の取組としてきております。今回の原油価格・物価高騰対策では、ポン

プ稼働のための電気量が大きく上がっている町内各地の灌水組合も給付の対象とい

たしました。御代田町の基幹産業の一つである農業への対応は今後も重視してまい

りますので、関係者の皆様のご理解をお願い申し上げます。  

 さて、本定例会に提案させていただきました案件は、人事案１件、事件案３件、

条例案５件、決算認定１１件、補正予算案８件、報告事項１件、諮問１件の計

３０件であります。かなり多い件数となっておりますが、慎重なご審議をお願い申

し上げます。  

 人事案の１件につきましては、６月議会定例会において選任の同意を頂いた農業

委員会の委員について、１名の欠員が早くも生じてしまったため、農業委員会の委

員の選任に関する規則第９条の規定により、新たな委員の選任について、議会の議

決を求めるものであります。  

 事件案の３件につきましては、令和５年第２回定例会で議決を頂いた公共下水道

処理場である御代田浄化管理センターに係る機械設備及び電気設備工事、それぞれ

の工期の変更契約を締結するため、議会の議決を求めるものであります。  

 また、国庫補助都市構造再編集中支援事業を活用した龍神の杜公園の複合遊具を

含む公園整備について、公募型プロポーザルの実施結果から、龍神の杜公園整備工

事の契約を締結するため、議会の議決を求めるものであります。  

 条例案の５件につきましては、全てが一部改正となっております。消防庁から、

成り手不足を解消するための処遇改善を求められている消防団員の報酬について、

出動報酬を新たに定めることとして改正する、特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案を上程いたしました。これまで

出動時間にかかわらず、１日１ ,０００円と大変少額だった出動報酬を、実際に出

ていただいた時間の長さに応じて１日最大８ ,０００円にまで引き上げる内容です。

消防団員の成り手不足解消の一助となることを期待しております。  
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 また、町体育施設利用者の利便性の向上を目的に、施設貸出し時間の細分化等を

定めることとした御代田町体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例案、御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例案など、計５件について議案上程いたします。  

 体育施設に関しては、既にエコールみよたの利用料に関して導入している内容と

同様の変更であります。これまで１日を午前、午後、夜、３つの時間帯に分けて徴

収していた利用料を１時間ごとのこまに細分化しました。これにより、利用しない

時間帯の料金を払わなくて済むわけで、実質的に多くの利用者の方に値下げとなる

かなと思います。教育委員会側では、様式の変更や日々の受付に多少の手間が増え

るものの、現場の職員が頑張ってくれて実現したものであります。  

 次に、決算認定の１１件について申し上げます。  

 令和４年度一般会計の歳入歳出決算は、歳入総額９１億４ ,３４４万円で、前年

度に比べ１２億８ ,２１６万円、１６ .３％の増額。歳出総額は８４億２ ,８２１万

円で、前年度に比べ１０億７ ,９４４万円、１４ .７％の増額となりました。ただし、

以下に述べますが、基金の組替えにより、予算が実態より膨らんでしまっている部

分が大きいものと考えております。例えば財政調整基金から学校給食運営基金に

１億円積み替えたとすると、町の総額とか何も変わらないんですけれども、財政調

整基金からの繰出金を１億円、また学校給食運営基金への繰入金１億円、同時に計

上してしまうということになります。そういった会計上の仕組みにより金額がかな

り大きくなってしまっていることを、あらかじめご理解の上、お聞きいただければ

と思います。令和４年度は、１０年後、２０年後のまちづくり計画として、道路整

備や駅周辺整備、小学校の建て替えなどの普通建設事業や給食費無償化事業の実施

などを見込む中、引き続き安定した財政運営ができるよう、基金の改廃を実施した

ことにより、歳入歳出とも大きな増額となっております。この基金見直しに係るも

のとして、歳入では基金繰入金が１２億６ ,７２３万円に及びました。これは昨年

度比で１２億１ ,１３０万円の増加でありまして、改増に近い増加となっています。

財政調整基金からの繰入れに加え、所期の目的達成により廃止した教育施設整備基

金、これは中学校の整備のために設けていた基金ですが、これを廃止。また、役場

庁舎整備基金──これも役場できておりますので──からの全額繰入れを実施しま

した。  
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 また、歳出では、利用目的を明確化させた新設基金への積立てとして、町立小学

校建設基金積立金が１億７ ,４１０万円、学校給食運営基金が２億２ ,４３０万円、

社会資本整備基金積立金が５億６ ,１２０万円、それぞれ改増となっています。そ

の他、地域振興基金につきましては、用途をより分かりやすくするため、要は地域

振興基金って何をやるのかよく分かりませんでしたので「地域福祉基金」と名称を

改め、令和４年度から実施しております高齢者生活応援券配付事業の継続を見込み、

２億２ ,６９２万円の積立てを実施しました。この見直しにより、基金の利用目的

が明確化され、より安定した財政運営を計画的に確実に進めていくことができるよ

うになりました。  

 今後も、ふるさと納税等でできるだけ財政に余裕を生み出し、給食費の無償を

１０年継続する、また高齢者生活応援券の配付を２０年継続するというお約束を実

現してまいりたいと考えております。  

 その他、令和４年度歳入につきましては、町税が２６億３ ,１３５万円でありま

して、実に昨年度比２億５ ,０６９万円、１０ .５％の増加。コロナ禍からの回復に

より、使用料手数料が５２０万円の増加となっています。国庫支出金は３億６７万

円の減少で、コロナ対応地方創生臨時交付金８ ,３５７万円の増加などはあるもの

の、住民税非課税世帯や子育て世帯に対する臨時特別給付金３億６ ,８５４万円の

減少が要因であると考えております。  

 また、歳出につきましては、総務費で町民１人当たり１万円の給付を実施しまし

たみよたん生活応援券給付事業が１億６ ,２９８万円の増加。土木費では、町単独

道路新設改良事業２億６ ,５７７万円の増加。住宅断熱性向上リフォーム補助金や

空き家改修等補助金など、都市計画関係の補助金が２ ,３５７万円の増加となり、

教育費では、高等学校就学支援金４８８万円の増額となりました。民生費では、住

民税非課税世帯や子育て世帯に対する臨時特別給付金事業費が３億７ ,１６０万円

の減少となりました。  

 これらの結果により、歳入歳出差引額は７億１ ,５２２万円となりました。歳入

と歳出の差額が７億以上となったというわけであります。法の定めによりまして、

こちらから繰越明許により、令和５年度に繰り越した工事費等の財源を除いた半分

以上は、一旦財政調整基金に繰り入れることとなっております。したがいまして、

３億５ ,０００万円の繰入れを行いました。また、残りの３億４ ,９０８万円、これ
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はさっきとの差は繰越明許の差なんですが、残りの３億４ ,９０８万円は令和５年

度へ繰り越しました。  

 また、特別会計、公営企業会計においても、それぞれの設立趣旨に基づき、一般

会計同様、適正な運営に努めてまいりました。  

 続いて、補正予算案の８件について申し上げます。  

 令和５年度一般会計補正予算案第３号は、歳入歳出それぞれ８億５ ,１２０万円

を増額し、合計８８億６ ,２７４万円とするものであります。  

 歳入では、個人町民税につきまして、当初予算編成時の見込みより、給与所得、

株式譲渡所得が増加したことから、４ ,６６５万円の増額を、固定資産税は、償却

資産分の増加により、４７２万円の増額をお願いするものであります。  

 普通交付税につきましては、町税収入の増による基準財政収入額の増額はあった

ものの、交付税を埋める役割のある臨時財政対策債の減額などにより、交付税その

ものは４ ,２１４万円の増額計上をしております。  

 また、先ほどもありましたが、繰越金がありますね。令和４年度から令和５年度

への繰越金につきましては、金額確定によりまして、１億９ ,９０８万円の増額を

計上しております。  

 名目賃金の上昇は、国税の上振れに貢献しておりますけれども、当然ながら、今

申し上げたとおり、地方税の上振れにも貢献していると言えます。町としましては、

実質賃金の動向を注視し、場面によっては適切な支援策を検討すべきであると考え

ておりますが、ひとまず税収の上昇につきましては、町民の皆様に感謝申し上げた

いと考えているところであります。  

 歳出でありますが、民生費については、冒頭で申し上げたとおり、公約にも掲げ

た所得制限のため、現在、手当が受けられないお子さんに対する児童手当支給分と

して１ ,２００万円を計上し、国に先んじて町独自で子育て支援を実施してまいり

ます。  

 商工費では、見込み以上に設備投資等があったことにより、工業振興奨励補助金

２ ,０４６万円の増額をお願いしております。この補助金ありますけれども、補助

金以上に今後、償却資産税、固定資産税が返ってくるということで、これは効果的

な補助金かなと思います。  

 また、４年度からの決算剰余金と繰越金の確定により、さらに特定目的基金の充



１５ 

実を図ってまいります。  

 まず、決算剰余金を繰入れしました財政調整基金３億５ ,６００万円と４年度か

らの繰越金を活用しまして、つまり繰越金を全額予備費に入れるのではなくて、一

部基金に積もうということでありまして、地域福祉基金へ９ ,７００万円、社会資

本整備基金へ４億３ ,３００万円、町立小学校建設基金は、年間５ ,０００万円とい

う予定でありましたので、予定どおり５ ,０００万円、学校給食運営基金について

は、２年半分くらいになるかと思いますけれども、７ ,６００万円、それぞれ積立

金の増額計上をしております。４年度につきまして特定目的基金の充実を図ってま

いりますので、ご理解をお願いしたいと思います。  

 また、特別会計につきましては、前年度繰越金が確定したことなどにより、６会

計で総額１億５ ,２６８万円の増額補正を計上しました。  

 また、小沼水道事業会計につきましては、落雷被害による経費、機器の故障など

を直す経費でありますが、５１０万円等の増額計上となっております。  

 報告事項の１件につきましては、令和４年度御代田町財政健全化判断比率及び資

金不足比率の報告についてであります。  

 令和４年度の一般会計、９つの特別会計、公営企業会計は全てが黒字決算となり、

監査委員の審査に付した上で、財政健全化法に基づく財政の健全性に関する比率に

ついて、良好である旨を報告いたします。  

 諮問の１件につきましては、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

てであります。  

 法務大臣から委嘱されている当町の人権擁護委員４名のうち、１名の任期が満了

となるため、引き続き現在の委員を推薦したいので、議会の意見を求めるものであ

ります。  

 以上、大変失礼しました、長々となりましたが、概要を申し上げましたけれども、

詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明いたしますので、ご審議を頂き、原

案どおりのご採決を頂きますようお願いを申し上げまして、令和５年第３回御代田

町議会定例会招集の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   これより議案を上程します。  

 

－－－日程第５  議案第６１号  御代田町農業委員会の委員の選任について－－－    
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○議長（五味髙明君）   日程第５  議案第６１号  御代田町農業委員会の委員の選任につ

いてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 金井産業経済課長。  

（産業経済課長  金井英明君  登壇）    

○産業経済課長（金井英明君）   議案書５ページをお願いいたします。  

 議案第６１号  御代田町農業委員会の委員の選任について  

 下記の者を、御代田町農業委員会の委員に選任したいから、御代田町農業委員会

の委員の選任に関する規則第９条の規定により、議会の同意を求めるものでござい

ます。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 本案は、御代田町農業委員の任期満了に伴う改選により、本年６月、第２回御代

田町議会定例会において同意を頂いた後、農業委員候補者１名の辞退を受け、御代

田町農業委員会の委員の選任に関する規則に基づき、７月１４日から８月１０日の

期間で欠員の募集を行ったところ、推薦による募集者１名がございました。新たに

委員を任命したいため、議員の同意をお願いするものでございます。  

 下記のとおり、農業委員の選任案を上程させていただきます。  

 敬称は省略させていただきます。住所、生年月日につきましても記載のとおりと

し、省略をさせていただきます。  

 中沢洋一、区長推薦でございます。  

 以上の農業委員の選任について、同意を求めるものでございます。  

 説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 お諮りします。  

 本案は討論を省略し、直ちに採決したいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認め、議案第６１号を採決します。  

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。  

（賛成者挙手）    

 挙手多数であります。  

 よって、議案第６１号  御代田町農業委員会の委員の選任については、原案のと

おり同意することに決しました。  

 

－－－日程第６  議案第６２号  令和４年度  繰越明許  国庫補助  社会資本整備総合交  

               付金事業ストックマネジメント計画に基づく処理場機械  

設備工事請負契約の変更について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第６  議案第６２号  令和４年度  繰越明許  国庫補助  社

会資本整備総合交付金事業ストックマネジメント計画に基づく処理場機械設備工事

請負契約の変更についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書の６ページをご覧ください。  

 議案第６２号  令和４年度  繰越明許  国庫補助  社会資本整備総合交付金事業

ストックマネジメント計画に基づく処理場機械設備工事請負契約の変更についてを

説明いたします。  

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

基づき、令和４年度  繰越明許  国庫補助  社会資本整備総合交付金事業ストック

マネジメント計画に基づく処理場機械設備工事契約について、変更契約を締結する

ため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を求めます。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 本件につきましては、令和３年度に策定した御代田町下水道ストックマネジメン

ト計画に基づき、耐用年数を超過した処理場の機械設備の更新工事です。  

 主となる工事は、処理場、沈砂池、汚泥等の脱水設備の一部改築及び撤去工事、
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塩素混和池等ろ過設備の改築工事になります。令和５年第２回議会定例会で、工事

請負契約及び債務負担行為の補正について上程し、議決を頂きました。  

 今回、機械の製造過程において機械の設計、部品の調達及び工場での機械の製作

に１０か月の期間を要し、現行の契約期間内での執行が見込めないため、請負契約

の変更が生じました。  

 当初の契約期間、令和５年６月１３日から令和６年３月２５日までを、令和５年

６月１３日から令和６年１０月３１日までに変更するものでございます。  

 工事請負金額等に変更はございません。  

 ７ページは、建設工事変更請負仮契約書でございます。  

 以上、ご審議よろしくお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 お諮りします。  

 本案は討論を省略し、直ちに採決したいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認め、議案第６２号を採決します。  

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。  

（賛成者挙手）    

 挙手多数であります。  

 よって、議案第６２号  令和４年度  繰越明許  国庫補助  社会資本整備総合交

付金事業ストックマネジメント計画に基づく処理場機械設備工事請負契約の変更に

ついては、原案のとおり決しました。  

 

－－－日程第７  議案第６３号  令和４年度  繰越明許  国庫補助  社会資本整備総合交  

               付金事業ストックマネジメント計画に基づく処理場電気  

設備工事請負契約の変更について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第７  議案第６３号  令和４年度  繰越明許  国庫補助  社
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会資本整備総合交付金事業ストックマネジメント計画に基づく処理場電気設備工事

請負契約の変更についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書８ページをご覧ください。  

 議案第６３号  令和４年度  繰越明許  国庫補助  社会資本整備総合交付金事業

ストックマネジメント計画に基づく処理場電気設備工事請負契約の変更について  

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

基づき、令和４年度  繰越明許  国庫補助  社会資本整備総合交付金事業ストック

マネジメント計画に基づく処理場電気設備工事契約について、変更契約を締結する

ため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を求めます。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 本件につきましては、先ほどの処理場機械設備の更新工事に付随した電気設備の

更新工事となっております。こちらも、令和５年第２回議会定例会で工事請負契約

及び債務負担行為の補正について上程し、議決を頂いております。  

 機械設備の契約と同様、当初の契約期間を令和５年６月１３日から令和６年３月

２５日までを、令和５年６月１３日から令和６年１０月３１日までに変更するもの

でございます。  

 工事請負金額等に変更はございません。  

 ９ページは、建設工事変更請負仮契約書でございます。  

 以上、ご審議よろしくお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 お諮りします。  

 本案は討論を省略し、直ちに採決したいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認め、議案第６３号を採決します。  

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。  

（賛成者挙手）    

 挙手多数であります。  

 よって、議案第６３号  令和４年度  繰越明許  国庫補助  社会資本整備総合交

付金事業ストックマネジメント計画に基づく処理場電気設備工事請負契約の変更に

ついては、原案のとおり決しました。  

 

－－－日程第８  議案第６４号  令和５年度  国補  都市構造再編集中事業   

龍神の杜公園整備工事請負契約について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第８  議案第６４号  令和５年度  国補  都市構造再編集中

事業  龍神の杜公園整備工事請負契約についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書１０ページをご覧ください。  

 議案第６４号  令和５年度  国補  都市構造再編集中事業  龍神の杜公園整備工

事請負契約について、ご説明いたします。  

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

基づき、令和５年度  国補  都市構造再編集中事業  龍神の杜公園整備工事請負契

約について、下記のとおり請負契約を締結するため地方自治法第９６条第１項第

５号の規定により議会の議決を求めます。  

 工事内容については、龍神の杜公園の大型複合遊具の更新及びインクルーシブ遊

具の設置、ベンチ等の設置など、憩いやレクリエーション等のための対流・交流拠

点の機能強化を図る整備を実施いたします。  

 １．契約の目的  令和５年度  国補  都市構造再編集中事業  

         龍神の杜公園整備工事請負契約  

 ２．契約の方法  プロポーザル方式による随意契約  

 ３．契約の金額  ６ ,６９９万４ ,４００円  
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 ４．契約の相手方  長野県上田市塩川３２０２番地２  

          有限会社ワールドドリーム  代表取締役  柳澤章好  

 です。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １１ページ、１２ページは建設工事請負仮契約書でございます。  

 以上、ご審議よろしくお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 お諮りします。  

 本案は討論を省略し、直ちに採決したいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認め、議案第６４号を採決します。  

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。  

（賛成者挙手）    

 挙手多数であります。  

 よって、議案第６４号  令和５年度  国補  都市構造再編集中事業  龍神の杜公

園整備工事請負契約については、原案のとおり決しました。  

 

－－－日程第９  議案第６５号  特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に  

関する条例の一部を改正する条例案について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第９  議案第６５号  特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 荻原総務課長。  

（総務課長  荻原春樹君  登壇）    

○総務課長（荻原春樹君）   議案書１３ページをお開きください。  
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 議案第６５号  特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例案について  

 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例を、別紙のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 次の１４ページからの改め文をご覧ください。  

 本案につきましては、本年度諮問をし、審議を頂きました特別職報酬等審議会の

答申結果に基づき、消防庁より成り手不足を解消するための処遇改善を求められて

おります消防団員の報酬について、出動報酬を新たに定めること、また選挙におけ

る投票管理者等の報酬について、交代して職務を行う場合における報酬の支払いに

ついて定めるものです。  

 改正概要は、第１条で定めております別表、特別職の職員で非常勤のものの報酬

のうち消防団の欄に出動報酬を追加いたしました。こちらは消防庁で定めた非常勤

消防団員の報酬等の基準である災害出動１日当たり８ ,０００円を標準としまして、

業務の負荷や活動時間を勘案した額を定めております。  

 また、国の基準に準じると定めております、選挙における投票管理者、投票立会

人の報酬について、投票所または期日前投票所の投票管理者、投票立会人が交代し

て職務を行う場合の報酬額の算出方法を、同別表の備考へ定めております。  

 附則では、条例の施行日とともに、投票管理者の報酬の算定について経過措置を

定めております。  

 次の１６ページから１８ページまでは、新旧対照表となっております。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１０  議案第６６号  御代田町体育施設設置及び管理に関する  

条例の一部を改正する条例案について－－－    



２３ 

○議長（五味髙明君）   日程第１０  議案第６６号  御代田町体育施設設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 阿部教育次長。  

（教育次長  阿部晃彦君  登壇）    

○教育次長（阿部晃彦君）   議案書１９ページをご覧ください。  

 議案第６６号  御代田町体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例案について  

 御代田町体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のと

おり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 本条例の主な改正理由でございますが、施設利用者の利便性向上のための貸出し

時間枠の細分化と、ジェットヒーター購入に伴い暖房使用料を規定するものでござ

います。  

 次の２０ページ、改め文をご覧ください。  

 別表中、町民芝生広場の貸出し時間枠を午前９時から午後７時までの１時間ごと

に、その下のヘルスパイオニアセンターと、次の２１ページ下段にありますやまゆ

り体育館の貸出し時間枠を、午前９時から午後７時までの１時間ごとと、午後７時

から午後９時３０分までの２時間３０分に細分化するとともに、同ページ上段にあ

ります屋内ゲートボール場会議室使用料を明記しております。  

 また、それぞれ暖房使用料を規定するものでございます。  

 附則としまして、この条例は令和５年１０月１日から施行いたします。  

 なお、本条例改正に伴いまして、規則についても一部改正し、申請書等様式を改

めております。  

 次の２２ページから２４ページ、新旧対照表となっております。  

 説明につきましては以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    



２４ 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１１  議案第６７号  御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理に関する  

条例の一部を改正する条例案について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１１  議案第６７号  御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 阿部教育次長。  

（教育次長  阿部晃彦君  登壇）    

○教育次長（阿部晃彦君）   議案書２５ページをご覧ください。  

 議案第６７号  御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例案について  

 御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を、

別紙のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 この条例改正につきましても、主な改正理由は、施設利用者の利便性向上のため

の貸出し時間枠の細分化とジェットヒーター購入に伴う暖房使用料の規定でござい

ます。  

 次の２６ページからの改め文をご覧ください。  

 第８条中、こちらは読点を改めております。  

 別表中、体育室の貸出し時間枠を、午前９時から午後７時までの１時間ごとと、

午後７時から午後９時３０分までの２時間３０分に細分化するとともに、暖房使用

料を規定し、また備考欄を設けております。  

 附則としまして、この条例は令和５年１０月１日から施行いたします。  

 なお、本条例改正に伴い、規則についても一部改正し、申請書等様式を改めるも

のでございます。  

 次の２８ページから３０ページ、こちらは新旧対照表となっております。  

 説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  
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 これより説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 この際、暫時休憩します。再開はブザーにてお知らせします。  

（午前１１時０８分）  

（休   憩）    

（午前１１時１８分）  

○議長（五味髙明君）   休憩前に引き続き本会議を再開します。  

 

－－－日程第１２  議案第６８号  御代田町児童館条例の一部を改正する  

条例案について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１２  議案第６８号  御代田町児童館条例の一部を改正す

る条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 佐藤町民課長。  

（町民課長  佐藤聖子君  登壇）    

○町民課長（佐藤聖子君）   議案書の３１ページをお開きください。  

 議案第６８号  御代田町児童館条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町児童館条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出いたします。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ３２ページをお願いします。  

 本条例案は、厚生労働省児童館ガイドラインに基づき、御代田町児童館条例の一

部を改正するものでございます。  

 改正内容でございますが、児童館は、０歳から１８歳未満の全ての児童を対象と

した施設です。厚生労働省児童館ガイドラインにおいて、乳幼児は保護者と共に利

用するとあり、児童福祉法で、乳児は満１歳未満の赤ちゃんのことをいい、幼児は

満１歳から７歳児未満の小学校入学前の未就学児とされています。利用の範囲を定

めた本条例第４条において、３歳以上の幼児の利用について、児童館ガイドライン

に沿った明確な記述がないことから、第４条第１号中に、乳幼児については、保護
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者等同伴を加えるほか、用語の改正、号ずれに対応するものです。  

 ３２ページは改正案、３３ページは新旧対照表です。  

 附則、この条例は公布の日から施行する。  

 説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１３  議案第６９号  御代田町営住宅管理条例の一部を改正する  

条例案について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１３  議案第６９号  御代田町営住宅管理条例の一部を改

正する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書３４ページをご覧ください。  

 議案第６９号  御代田町営住宅管理条例の一部を改正する条例案について説明を

いたします。  

 御代田町営住宅管理条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出します。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 改正案については、３５ページをご覧ください。  

 この改正案については、長野県パートナーシップ制度が令和５年８月１日から施

行されています。この制度は、性的マイノリティーの方が大切なパートナーと共に

その人らしい人生を送ることができる、生活上の支障を取り除くことを目的とした

制度です。この制度に対応して、町営住宅への入居に際し、婚姻の届出を要しない

が事実上婚姻関係と同様の事情にある者を長野県パートナーシップ制度の届出受領

証を持つパートナーとし、届出受領証があることで入居資格を有するものとする改

正内容でございます。  
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 附則、この条例は令和５年１０月１日から施行します。  

 次の３６ページは新旧対照表となっております。  

 以上、ご審議よろしくお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１４  議案第７０号  令和４年度御代田町一般会計歳入歳出決算の  

認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１４  議案第７０号  令和４年度御代田町一般会計歳入歳

出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の３７ページをお願いいたします。  

 議案第７０号  令和４年度御代田町一般会計歳入歳出決算の認定について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度御代田町一般会計歳入歳

出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 それでは、歳入歳出決算書の款項別集計表については、ファイル番号が３─１の

資料番号１のほうで説明していきますので、お開きください。  

 令和４年度一般会計の決算の概要について最初に申し上げます。  

 令和３年度から繰越明許により繰り越した６事業の事業費を含んだ令和４年度決

算総額は、前年度に比べ歳入で１６ .３％、歳出で１４ .７％、ともに増加しました。  

 歳入の主な増加要因は、法人町民税を主とした町税収入の増加と基金の見直しに

よる基金繰入金の増加によるものです。  

 歳出の主な増加要因は、町単独道路新設改良工事費の増加と、こちらも同じく基

金の見直しによる基金積立金が増加したことによるものでございます。  
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 資料の１ページ、まず最初に歳入から説明をいたします。  

 款１町税は、総額２６億３ ,１３５万７ ,０００円で、前年比２億５ ,０６９万

５ ,０００円、１０ .５％増加しました。このうち個人町民税は、給与所得の増加か

ら７ ,１１２万２ ,０００円の増加、法人町民税は、１億３ ,８４０万６ ,０００円増

加しました。固定資産税は、新築家屋及び償却資産の増加から２ ,５５５万円増加

しまして、軽自動車につきましても、台数の増加により増加しております。現年度

徴収率については９９ .４％で、前年度から０ .５ポイント上昇しました。滞納繰越

分では１４ .５％、全体では９６ .３％で、前年比より１ .５ポイント上昇しており

ます。  

 款２の地方譲与税から３ページの款１２交通安全対策特別交付金までの交付金等

につきましては、それぞれ資料にある増減理由により、増加あるいは減少しており

ます。  

 このうち款１１の地方交付税、こちらの普通交付税は４ ,４０２万９ ,０００円増

加しておりまして、こちらにつきましては、臨時財政対策債の発行抑制により基準

財政需要額が増加したことにより増加したものとなっております。  

 資料の３ページ、お願いいたします。  

 款１３ 分担金及 び 負担金は 、３ ,８９２ 万４ ,０００円 で、前 年比３７ ６万

９ ,０００円、８ .８％減少しました。主に保育料負担金が減少したことによるもの

です。保育料の徴収率につきましては、昨年度に引き続き、現年分で１００％とな

っております。  

 款１４使用料及び手数料です。こちらは７ ,６５６万６ ,０００円で、前年比

５２０万６ ,０００円、７ .３％増加しております。こちらの要因は、複合文化施設

使用料１３８万２ ,０００円、それから博物館入館料２７２万円、それらの増加に

よるものでございます。  

 主な使用料の徴収率につきましては、住宅使用料現年度分で９６ .５％、前年比

１ .３ポイントの増加となっております。  

 款１５の国庫支出金、こちらは１１億１ ,７３３万６ ,０００円で、前年比で３億

６７万３ ,０００円、２１ .２％増加しております。こちらの要因ですが、住民税非

課 税 世 帯 等 に 対 す る 臨 時 特 別 給 付 金 事 業 補 助 金 、 こ ち ら が １ 億 ２ ,２ ３ ２ 万

６ ,０ ０ ０ 円 、 そ れ か ら 子 育 て 世 帯 臨 時 特 別 給 付 金 補 助 金 ２ 億 ４ ,６ ２ ２ 万
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９ ,０００円、こちらの減少により大きく減となっております。  

 資料の４ページ、お願いいたします。  

 款１６県支出金、こちらは４億２ ,２１４万１ ,０００円で、前年比で３ ,３７５万

２ ,０００円、８ .７％増加しております。こちらの要因は、長野県生活困窮世帯緊

急 支 援 事 業 で １ ,１ ２ ８ 万 円 の 皆 増 、 そ れ か ら 第 ６ 波 対 応 事 業 者 支 援 交 付 金

２ ,８７０万円、こちらも皆増、これらによるものでございます。  

 款１７の財産収入は３ ,６０７万４ ,０００円で、前年比で９４９万３ ,０００円、

３５ .７％増加しました。こちらの要因につきましては、町有地貸付料９１３万

３ ,０００円、こちらは増加しております。  

 款 １ ８ の 寄 附 金 は ５ 億 ４ ,６ ２ ４ 万 ３ ,０ ０ ０ 円 で 、 前 年 比 で ５ ,７ ６ １ 万

６ ,０００円、１１ .８％増加しました。こちらは、新たなふるさと納税返礼品を増

やすことができたことによりまして、ふるさと納税寄附金が４ ,６８７万８ ,０００円

増加しました。  

 続きまして款１９の繰入金です。こちらは１２億６ ,９１７万１ ,０００円で、前

年比で１２億１ ,３０１万４ ,０００円、２ ,１６０％増加しております。こちらの

要因は基金の見直しによるもので、財政調整基金が６億６ ,０９０万円増えました。

それから基金の廃止により、役場庁舎整備基金繰入金２億９ ,２０７万１ ,０００円、

それから教育施設整備基金繰入金、こちらも全額を繰り入れております。  

 続いて資料５ページ、お願いいたします。  

 款２２の町債につきましては、３億８ ,６２０万３ ,０００円で、前年比で１億

２ ,５２６万８ ,０００円、２４ .５％減少しました。こちらは臨時財政対策債２億

２ ,４２６万８ ,０００円減少したものでございます。  

 続いて６ページ、歳出に入ります。  

 款１の議会費は９ ,４２０万円で、前年比７７７万円、９ .０％増加しております。

こちらの要因につきましては、議員報酬６３５万１ ,０００円の増加によるもので

ございます。  

 款 ２ 総 務 費 は １ ４ 億 １ ,８ ７ ３ 万 ５ ,０ ０ ０ 円 で 、 前 年 比 で ６ ,８ ５ ２ 万

９ ,０００円、５ .１％増加しております。こちらの要因につきましては、みよたん

生活応援金給付事業１億６ ,２９８万２ ,０００円、こちらの皆増によるものです。  

 款３民生費は２２億７,８１９万５ ,０００円で、前年比１億７９３万１ ,０００円、
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４ .５％減少しました。こちらの減少の要因につきましては、子育て世帯臨時特別

給付金給付事業、こちらが２億５ ,３６６万７ ,０００円減少したことによるもので

ございます。  

 続いて７ページ、お願いします。  

 款 ４ の 衛 生 費 で す 。 ５ 億 ４ ,４ ９ ７ 万 ９ ,０ ０ ０ 円 で 、 前 年 比 で ５ ３ ９ 万

４ ,０００円、１ .０％減少しました。こちらは新型コロナウイルスワクチン接種事

業経費３ ,４１９万９ ,０００円の減少によるものです。  

 款６の農林水産業費、２億３ ,４９０万７ ,０００円で、前年比で３ ,３１５万

３ ,０００円、１６ .４％増加しております。こちらは、農業者向け原油価格・物価

高騰対策給付金４ ,０２０万円、それから繰越明許の農業振興補助金２ ,３４８万

４ ,０００円、こちらの増加によるものです。  

 続 き ま し て 、 款 ７ の 商 工 費 で す 。 ３ 億 ７ ７ ５ 万 ７ ,０ ０ ０ 円 で 、 前 年 比 で

７ ,３０９万６ ,０００円、３１ .１％増加しております。こちらは、事業者向け原

油価格・物価高騰対策給付金１億３ ,０００万円、それから町民生活応援商品券事

業補助金７ ,８９２万３ ,０００円、こちらの増加によるものでございます。  

 ７ページから８ページにかけての款８の土木費についてです。こちらは１５億

６ ,４８６万９ ,０００円で、前年比で９億１ ,２６０万２ ,０００円、１３９ .９％

増加しております。こちらの要因につきましては、新設した社会資本整備基金積立

金、こちらが５億６ ,１２０万円、新たに積んでおります。それから雪窓平和台線

など１４路線の町道新設改良事業２億６ ,５７７万７ ,０００円の増加、それから住

宅リフォーム補助金で１ ,３９８万８ ,０００円、それから町営平和台団地解体事業

として１ ,８２３万円の増加、こういったことから土木費のほうを増加しておりま

す。  

 款９の消防費になります。３億６０７万４ ,０００円で、前年比で２ ,１６０万円、

７ .４％増加しております。こちらは、防災行政無線システムリプレイス委託料

１ ,９８０万円、消防団の退職報償金１ ,２３６万２ ,０００円、こちらの増加によ

るものでございます。  

 款１０の教育費、９億３ ,４６０万５ ,０００円で、前年比で３億１ ,０７５万円、

４９ .８％増加しております。こちら、新設した町立小学校建設基金への積立金

１億７ ,４１０万円、それから同じく新設の学校給食運営基金への積立金２億
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２ ,４３０万円、こちらの皆増、これが主な要因でございます。  

 続いて９ページをお願いします。  

 款１１の災害復旧費は４０１万７ ,０００円で、前年比８７ .７％減少しました。

こちらにつきましては、繰越明許令和元年東日本台風災害復旧工事費、こちらの皆

減によるものでございます。  

 款１２ の公債費 は ７億 ３ ,９２９ 万４ ,０００円 で、前年 比 で２億５ ４１ 万

８ ,０００円、２１ .７％減少しました。こちらは２４年度借入れのまちづくり交付

金事業に係る公共事業等債、こちらの償還が終了したことなどから減少しておりま

す。  

 款１４の予備費につきましては、総務費の戸籍住民基本台帳費、それから教育費

の社会教育費など１２の科目に対しまして、１億１ ,０３７万８ ,０００円を充当し

ております。  

 それでは、また資料変わりまして、別データの１─３の歳入歳出決算書の、開い

ていただきまして１１５ページ、お願いします。  

 こ ちら は実 質 収支 に関 する 調書 に なっ てお りま す。 １ の歳 入総 額は ９１ 億

４ ,３４４万４ ,０００円、２、歳出総額８４万２ ,８２１万６ ,０００円、３の歳入

歳出差引額は７億１ ,５２２万８ ,０００円となっております。４の翌年度へ繰り越

すべき財源としまして、２番になります繰越明許費繰越額１ ,６１４万５ ,０００円

となっていまして、５の実質収支額につきましては、３の歳入歳出差引額から４の

翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた額で、６億９ ,９０８万３ ,０００円となっ

ております。  

 また、６の実質収支のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入金

につきましては、３億５ ,０００万円を繰り入れております。５の実質収支額から

６の基金繰入金を差し引いた残額の３億４ ,９０８万３ ,０００円につきまして、

４の翌年度へ繰り越すべき財源とあわせて令和５年度へ繰越しをしてございます。  

 それから、地方自治法第２３３条第５項の規定に基づく書類としまして、歳入歳

出決算事項別明細書は、決算書の１１ページから１１４ページ、それから財産に関

する調書は、２０９ページから２１３ページ、同法２４１条第５項の規定に基づく

定額運用基金の運用状況を示す書類は、２１４ページから２１５ページに掲載して

おります。  
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 また、２１６ページ以降は、主要事業の状況など決算に関する説明資料を掲載し

ております。  

 説明については以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１５  議案第７１号  令和４年度御代田財産区特別会計歳入歳出決算の  

認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１５  議案第７１号  令和４年度御代田財産区特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書３８ページ、お願いします。  

 議案第７１号  令和４年度御代田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度御代田財産区特別会計歳

入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 それでは、決算書の１１７ページをお願いいたします。  

 款項別集計表の、まず歳入になります。  

 款１財産収入、項１財産運用収入は、収入済額３０１万１ ,１７８円でした。内

訳は、土地貸付料として財産区有地の貸付料２９４万２ ,１１３円、基金預金利子

として財政調整基金の利子６万９ ,０６５円です。項２財産売払収入はありません

でした。  

 款２繰入金、項１基金繰入金７０８万４ ,０００円は、財政調整基金からの繰入

金です。  

 款３繰越金２６１万７ ,９４９円は令和３年度からの繰越金です。  
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 款４諸収入は収入ありませんでした。  

 歳入合計１ ,２７１万３ ,１２７円となり、予算額に対する執行率は１０１ .１％

となっております。  

 続いて１１８ページ、お願いします。  

 歳出になります。  

 款１総務費、項１総務管理費は、支出済額１ ,１６７万４ ,０００円でした。主な

支出は、財産区有地の管理委託料４００万円、それから財産区有地の下刈り委託料

６４０万円です。  

 款２予備費は、充当はありませんでした。  

 歳出合計１ ,１６７万４ ,０００円となり、予算額に対する執行率は９２ .９％と

なっております。  

 続いて１１９ページ、お願いします。  

 歳入歳出差引額が１０３万９ ,１２７円となりまして、こちらの決算内容につき

ましては、８月１７日開催の御代田財産区管理会において同意を得ております。  

 続いて１２３ページ、お願いいたします。  

 実質収支に関する調書になります。  

 １．歳入総額１ ,２７１万３ ,０００円、２．歳出総額１ ,１６７万４ ,０００円、

３．歳入歳出差引額が１０３万９ ,０００円となっております。４の翌年度へ繰り

越すべき財源はないため、５の実質収支額が１０３万９ ,０００円となり、この全

額を令和５年度へ繰越しをしております。  

 説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１６  議案第７２号  令和４年度小沼地区財産管理特別会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１６  議案第７２号  令和４年度小沼地区財産管理特別会

計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  
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 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の３９ページ、お願いいたします。  

 議案第７２号  令和４年度小沼地区財産管理特別会計歳入歳出決算の認定につい

て  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度小沼地区財産管理特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 それでは、決算書の１２５ページ、お願いいたします。  

 款項別集計表の歳入になります。  

 款１財産収入、項１財産運用収入は、収入済額で１万１ ,２９２円でした。内訳

は、土地貸付料と基金預金利子として財政調整基金の利子です。項２財産売払収入

は２８０万円で、土地一筆について一般競争入札により売却したものでございます。  

 款３繰越金１５８万４ ,２５４円は、令和３年度からの繰越金です。  

 款４諸収入は、収入ありませんでした。  

 歳入合計４３９万５ ,５４６円となり、予算額に対する執行率１００％となって

おります。  

 続きまして、決算書１２６ページをお願いします。  

 歳出になります。  

 款１総務費、項１総務管理費は、支出済額で４２６万円でした。主な支出は、林

野管理委託料２５６万円、それから財政調整基金積立金で１３６万２ ,０００円で

す。  

 款２の予備費は、充当はありませんでした。  

 歳出合計４２６万円となり、予算額に対する執行率が９６ .９％となっておりま

す。  

 決算書の１２７ページをお願いします。  

 歳入歳出差引額は１３万５ ,５４６円となりまして、こちらの内容につきまして

８月１８日の小沼地区財産管理委員会において同意を得ております。  
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 １３１ページ、お願いいたします。  

 実質収支に関する調書となっております。  

 １．歳入総額が４３９万５ ,０００円、２．歳出総額４２６万円、３．歳入歳出

差引額が１３万５ ,０００円となっております。４の翌年度へ繰り越すべき財源は

ないため、５の実質収支額は１３万５ ,０００円となり、この全額を令和５年度へ

繰越しをしております。  

 説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１７  議案第７３号  令和４年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１７  議案第７３号  令和４年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の４０ページをお願いいたします。  

 議案第７３号  令和４年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算

の認定について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 決算書の１３３ページをご覧ください。  

 歳入・歳出決算書款項別集計表でございます。  

 まず歳入でございますが、款１項１国民健康保険税、収入済額３億９ ,１１９万

１ ,９７３円で、前年度比４ .４％の減となりました。徴収率は、現年９７ .１％で
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ございます。被保険者数は３ ,５０６名で１１９名減少となっております。不納欠

損額１ ,２２９万２ ,７５８円で、こちらは法令に基づく時効等でございます。収入

未済額４ ,５１８万１ ,８６８円でございました。  

 款２使用料及び手数料、項１手数料で、こちらは国保税督促手数料として２４万

８ ,８３８円の収入でございます。  

 款３国庫支出金、項１国庫補助金１４８万６ ,０００円の収入でございます。社

会保障・税番号制度システム整備補助金として、マイナンバーカードの普及促進の

ための費用を含め、保険証利用の推進事業に対する補助金となっております。  

 款４県支出金、項１県補助金１０億４ ,４３０万３ ,１５８円の収入でございます。

市町村が支払う保険給付費等に要する費用に対し全額交付される普通交付金と医療

費の適正化に向けた取組や生活習慣病予防事業等の取組に応じて交付される特別交

付金となっております。  

 款５財産収入、項１財産運用収入１３万１ ,３３９円の収入でございます。こち

らは国民健康保険支払準備基金の利息等運用益の収入でございます。  

 款６繰入金、項１他会計繰入金１億６１５万４ ,６９９円で、前年度比１％の減

となりました。一般会計からの保険基盤安定繰入金が主なものとなっております。  

 款 ７ 項 １ 繰 越 金 、 こ ち ら は 令 和 ３ 年 度 か ら の 繰 越 金 で 、 １ 億 １ ,１ ５ １ 万

７ ,６０９円でございます。  

 款８諸収入、項１延滞金、加算金及び過料、こちらは延滞金として２６４万

６ ,４８６円を収入しております。項２受託事業収入、こちらは収入はございませ

んでした。項３雑入５１３万４ ,４９６円の収入でございます。こちらは交通事故

に伴う医療給付費や国保資格喪失後の保険証使用に伴う医療費の還付分ですとか、

令和３年度保険給付費等交付金の還付金を収入しております。収入未済となってお

ります１９万１４７円につきましては、過年度分として返納を求めてまいります。  

 歳入合計１６億６ ,６４６万７ ,５９８円となっております。予算に対する執行率

につきましては１００ .８％でございました。  

 続いて１３４ページをご覧いただきたいと思います。  

 歳出でございます。  

 款１総務費、項１総務管理費、支出済額５６０万６ ,２８３円となりました。通

信運搬費や委託料が主なもので、国保資格システムの改修や関係帳票の作成などを
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支出しております。項２徴税費、賦課徴収費として電算処理委託料など３９８万

４ ,２４０円の支出でございます。項３運営協議会費、こちらは２万８ ,０００円で、

国保運営協議会委員報酬等でございます。  

 款２保険給付費、項１療養諸費、こちらは療養給付費、療養費等の支出で８億

９ ,７４５万９ ,６２０円となりました。前年度比０ .６％の増でございます。項

２高額療養費１億２ ,４０９万１ ,８０４円で、前年度比２ .１％の増でございます。

項３出産育児一時金５０４万６ ,６０６円でございまして、こちらは１２件の支出

でございます。項４葬祭諸費９５万円でございます。こちらは１９件の支出となっ

ております。項５傷病手当諸費３８万４ ,４２６円で、８件の支出でございます。

こちらは、コロナに感染した場合に休みやすい環境をつくるために支給する傷病手

当金でございます。  

 款３国民健康保険事業費納付金、こちらは市町村の被保険者数、所得水準、医療

費水準等を加味した上で県から示された金額を納めるものとなっております。項

１医療給付費３億５００万８ ,０１２円、前年度比５ .９％の増となっております。

項２後期高齢者支援金等１億１ ,３５２万７ ,５４２円、前年度比２ .５％の増とな

っております。項３介護納付金４ ,６４１万２ ,１２８円、前年度比７ .６％の増と

なっております。  

 款４保健事業費、項１特定健康診査等事業費１ ,３３６万３ ,９１８円で、特定健

康診査等の事業費となっております。項２保健事業費６３８万２ ,８２０円で、保

健指導を行う職員の賃金と人間ドックの補助金等となっております。  

 款５諸支出金、項１償還金及び還付加算金４９０万２ ,５２７円の支出となりま

した。保険給付費等交付金の返還金等となっております。  

 款６項１基金積立金１４万円を支払準備基金へ積み立てております。  

 款７項１予備費、予備費の充当はございませんでした。  

 歳出合計１５億２ ,７２８万７ ,９２６円となっております。予算に対する執行率

につきましては９２ .４％でございます。  

 歳入歳出差引残額は、１億３ ,９１７万９ ,６７２円でございました。  

 １４６ページをご覧ください。  

 実質収支に関する調書でございます。  

 歳 入 総 額 １ ６ 億 ６ ,６ ４ ６ 万 ７ ,０ ０ ０ 円 、 歳 出 総 額 １ ５ 億 ２ ,７ ２ ８ 万
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７ ,０００円、歳入歳出差引額１億３ ,９１７万９ ,０００円、翌年度へ繰り越すべ

き財源はございません。実質収支額は１億３ ,９１７万９ ,０００円となっており、

この金額が令和５年度への繰越しとなります。  

 説明は以上でございます。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 昼食のため休憩します。午後は１時３０分より再開します。  

（午後  ０時０２分）  

（休   憩）    

（午後  １時３０分）  

○議長（五味髙明君）   休憩前に引き続き本会議を再開します。  

 

－－－日程第１８  議案第７４号  令和４年度御代田町介護保険事業勘定特別会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１８  議案第７４号  令和４年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の４１ページをお願いいたします。  

 議案第７４号  令和４年度御代田町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認

定について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 決算書の１４８ページをご覧いただきたいと思います。  

 歳入・歳出決算書款項別集計表でございます。  
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 まず歳入でございますが、款１保険料、項１介護保険料、収入済額２億４ ,４１８万

３ ,８２９円で、前年度比２ .７％の増となりました。普通徴収の現年度徴収率

９７ .１％でございます。不納欠損額１１万８ ,８３０円、こちらは法令に基づく時

効等でございます。収入未済額２３８万１３１円でございます。  

 款２分担金及び負担金、項１負担金９８万８ ,３３０円の収入でございます。介

護予防事業の利用負担金となっております。収入未済額８ ,９６４円でございます。  

 款３使用料及び手数料、項１手数料、こちらは督促手数料として４万４ ,９４０円

の収入でございます。  

 款４国庫支出金、項１国庫負担金１億９ ,８４２万３ ,０３１円で、前年度比

１２ .１％の増でございます。こちらは介護給付費に対する国の負担金でございま

す。項２国庫補助金５ ,２８１万８ ,４７６円で、前年度比１３ .８％の減となりま

した。調整交付金と地域支援事業交付金、それから保険者機能強化推進交付金、保

険者努力支援交付金などとなっております。  

 款５項１支払基金交付金２億８ ,１５１万７ ,０００円で、前年度比０ .７％の増

となりました。こちらは介護給付費交付金と地域支援事業支援交付金となっており

ます。  

 款６県支出金、項１県負担金１億５ ,７３７万７ ,８９１円で、前年度比８％の増

でございます。こちらは国庫同様に給付費に対する県の負担金でございます。項

２県補助金９８７万８ ,７０３円で、前年度比１３ .１％の減でございます。こちら

は地域支援事業交付金となっております。  

 款７財産収入、項１財産運用収入１万８ ,５２３円の収入でございます。こちら

は介護保険基金の利息等運用益の収入となっております。  

 款８繰 入金、項 １ 他会計繰 入金１億 ６ ,５９０万 ９ ,１６８円 で、前年 度比

１ .７％の増となっております。こちらは、一般会計から介護給付費、地域支援事

業等への繰入れとなっております。項２基金繰入金１ ,３３０万円を介護保険基金

から繰り入れております。  

 款９項１繰越金、こちらは令和３年度からの繰越金で、５ ,５８５万７ ,７４１円

でございます。  

 款１０諸収入、項１延滞金、加算金及び過料、こちらは延滞金としまして１１万

６ ,６７０円を収入しております。項２サービス収入２２９万１ ,３４０円で、居宅
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介護予防支援サービス計画費の収入となっております。項３雑入３１円の収入がご

ざいました。  

 歳入合計１１億８ ,２７２万５ ,６７３円となっております。予算に対する執行率

につきましては、９９ .１％でございました。  

 続きまして、１４９ページをご覧ください。  

 歳出でございます。  

 款１項１総務費、支出済額１ ,５２８万６３０円で、前年度比７％の減となって

おります。こちら、主な支出ですが、電算処理委託料や佐久広域連合介護認定審査

会負担金等となっております。  

 款２項１保険給付費１０億１ ,２９４万１ ,２２１円で、前年度比２ .１％の増と

なっております。居宅や施設など介護サービス給付費でございます。  

 款３地域支援事業費、項１包括的支援事業・任意事業費３ ,５３０万５ ,９４７円

の支出でございます。こちらは地域包括支援センターの運営経費、要介護、一般高

齢者への配食等、任意事業経費となっております。項２介護予防・生活支援サービ

ス事業費２ ,９５１万６ ,５３５円でございます。要支援事業対象者への配食など生

活支援サービスや訪問型、通所型サービスの支出となっております。項３一般介護

予防事業１４９万７ ,９３３円でございます。こちらは介護予防普及啓発事業とし

て介護予防教室、生活サポーター養成事業等の経費となっております。  

 款４項１基金積立金、基金の利息分としまして５万円を積み立てております。  

 款５項１諸支出金１ ,１４９万８ ,２３０円で、こちらは国、県への返還金等とな

っております。  

 款６項１予備費、保険給付費へ８万８ ,０００円を充当いたしております。  

 歳出合計１１億６０９万４ ,９０６円となっております。予算に対する執行率に

つきましては９２ .７％でございます。  

 歳入歳出差引残額は７ ,６６３万５ ,１７７円でございました。  

 続いて１６３ページをご覧ください。  

 実質収支に関する調書でございます。  

 歳入総額１１億８ ,２７２万５ ,０００円、歳出総額１１億６０９万円、歳入歳出

差引額７ ,６６３万５ ,０００円、翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質

収支額は７ ,６６３万５ ,０００円となっており、この金額が令和５年度への繰越し
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となります。  

 説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１９  議案第７５号  令和４年度御代田町後期高齢者医療特別会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１９  議案第７５号  令和４年度御代田町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の４２ページをお願いいたします。  

 議案第７５号  令和４年度御代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度御代田町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 決算書の１６５ページをご覧ください。  

 歳入・歳出決算書款項別集計表でございます。  

 ま ず歳 入で ご ざい ます が、 款１ 項 １後 期高 齢者 医療 保 険料 、収 入済 額１ 億

４ ,４７９万５ ,２００円で、前年度比５％の増となっております。普通徴収現年度

徴収率は９７ .１％でございました。不納欠損額６万７２０円、こちらは法令に基

づく時効等でございます。収入未済額２７７万円でございました。  

 款２使用料及び手数料、項１手数料、督促手数料として２万１ ,４００円の収入

でございます。  

 款３繰入金、項１一般会計繰入金３ ,９３０万３ ,５６４円で、前年度比６ .６％
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の増でございます。事務費、保険基盤安定、保健事業費に対しての繰入れとなって

おります。  

 款４項１繰越金、こちらは令和３年度からの繰越金で、３９万９ ,０３５円でご

ざいます。  

 款５諸収入、項１延滞金、加算金及び過料５万２ ,６００円で延滞金の収入でご

ざいます。項２償還金及び還付加算金５７万６ ,７００円で、保険料還付金でござ

います。項３雑入２４９万３０４円で、健診事業費広域連合支出金、また人間ドッ

クに対する特別調整交付金となっております。  

 歳入合計１億８ ,７６３万８ ,８０３円となっております。予算に対する執行率に

つきましては、９８ .５％でございました。  

 続きまして１６６ページをご覧ください。  

 歳出でございます。  

 款１総務費、項１総務管理費、支出済額１３７万 ７ ,１７４円で、前年度比

２ .４％の増でございます。電算処理委託料、通信運搬費が主な支出となっており

ます。項２徴収費、賦課徴収経費として４１万９ ,９６３円の支出でございます。

こちらは印刷製本費や通信運搬費が主な支出でございます。  

 款２項１後期高齢者医療広域連合納付金１億８ ,０９６万７ ,０６４円で、前年度

比４ .９％の増でございます。こちらは、保険料等の負担金、保険基盤安定負担金

となっております。  

 款３保健事業費、項１健診事業費２６５万６ ,１２３円で、前年度比１０ .２％の

増でございます。こちらは後期高齢者の健診の委託料となっております。項２保健

事業費１２７万５ ,０００円となりました。こちらは人間ドックの補助金でござい

ます。  

 款４諸支出金、項１償還金及び還付加算金５７万６ ,７００円で、保険料の還付

金でございます。  

 款５項１予備費、保健事業費へ７万５ ,０００円を充当しております。  

 歳出合計１億８ ,７２７万２ ,０２４円となっております。予算に対する執行率に

つきましては、９８ .３％でございます。  

 歳入歳出差引残額は３６万６ ,７７９円でございました。  

 続きまして、１７３ページをご覧ください。  
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 実質収支に関する調書でございます。  

 歳入総額１億８ ,７６３万８ ,０００円、歳出総額１億８ ,７２７万２ ,０００円、

歳入歳出差引額３６万６ ,０００円、翌年度へ繰り越すべき財源はございません。

実質収支額は３６万６ ,０００円となっておりまして、この金額が令和５年度への

繰越しとなります。  

 説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２０  議案第７６号  令和４年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２０  議案第７６号  令和４年度御代田町住宅新築資金等

貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書４３ページをご覧ください。  

 議案第７６号  令和４年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決

算の認定について説明をいたします。  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度御代田町住宅新築資金等

貸付事業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付し

ます。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 歳入・歳出決算書１７５ページをご覧ください。款項別集計表、歳入からご説明

をいたします。  

 まず、款１県支出金、項１県補助金９万１ ,０００円は、住宅新築資金貸付金の

徴収事務に係る費用に対する４分の３相当の補助金です。  
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 款２項１繰越金５万２ ,９９４円は令和３年度からの繰越金でございます。  

 款３諸収入、項１貸付金元利収入２０８万６ ,２５５円は、貸付金未償還分です。

徴収率１ .３５％となっております。２名の方の宅地取得資金及び住宅新築資金に

係る貸付金の納付が再開をいたしました。項２延滞金、加算金及び過料はありませ

んでした。  

 したがいまして、歳入合計は２２３万２４９円となっております。  

 次の１７６ページをご覧ください。  

 歳出です。  

 款１土木費、項１住宅費、支出済額２０５万９ ,４５９円は、一般会計への繰出

金と消耗品、光熱水費等となっております。  

 歳出合計が２０５万９ ,４５９円で、執行率９９ .８％となっております。  

 １７７ページをご覧ください。  

 歳入歳出差引残額は１７万７９０円となっております。  

 続きまして１８１ページをご覧ください。  

 実質収支に関する調書でございます。  

 １．歳入総額は２２３万円です。２．歳出総額が２０５万９ ,０００円です。

３．歳入歳出差引額は１７万円です。４．翌年度へ繰り越すべき財源はありません。

５．実質収支額は１７万円です。こちらが令和５年度への繰越金となります。

６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はありま

せん。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２１  議案第７７号  令和４年度御代田町公共下水道事業特別会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２１  議案第７７号  令和４年度御代田町公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  



４５ 

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書４４ページをご覧ください。  

 議案第７７号  令和４年度御代田町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

について説明いたします。  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度御代田町公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付します。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 歳入・歳出決算書の１８３ページをご覧ください。款項別集計表、歳入になりま

す。  

 款１分担金及び負担金、項１負担金は２ ,２２３万３ ,２００円の収入がございま

した。こちらは受益者負担金、分担金となります。徴収率６２ .８％でございます。

不納欠損額５９６万５ ,６００円は、法令の規定に基づく時効消滅によるものでご

ざいます。  

 続いて、款２使用料及び手数料、項１使用料３億３ ,９１４万８７円は、下水道

使用料です。こちらは徴収率９７ .７５％となっております。不納欠損額１６３万

８ ,０２３円は、法令の規定に基づく時効消滅によるものでございます。続いて、

項２手数料２１万７ ,３００円は、督促手数料と指定工事店の申請手数料でござい

ます。  

 続いて、款３繰入金、項１他会計繰入金２億９１７万３ ,０００円は、一般会計

からの繰入金でございます。  

 款４項１繰越金４６１万３ ,９０８円は、前年度からの繰越金でございます。  

 款５諸収入、項１延滞金、加算金及び過料１５万７７２円は延滞金でございます。

項２雑入４５６万９ ,３００円は、金抜設計手数料及び町有建物災害共済金でござ

います。  

 款６項１町債２億６ ,５４０万円は、環境整備に伴う事業債でございます。公共

下水道整備事業債９ ,９１０万円、資本費平準化債１億５ ,４００万円、公営企業会

計適用債１ ,２３０万円となっております。  



４６ 

 款７国庫支出金、項１国庫補助金４ ,６００万円は、ストックマネジメント実施

計画における社会資本整備総合交付金でございます。  

 したがいまして、歳入合計が８億９ ,１４９万７ ,５６７円となっております。  

 続いて１８４ページをご覧ください。  

 歳出になります。  

 款１土木費、項１都市計画費３億２ ,００１万２ ,７６０円は、処理場の維持管理

に関する経費並びに下水道本管工事、新築に伴う公共ますの設置工事及び繰越明許

によるストックマネジメント計画策定業務委託が主なものとなっております。  

 続いて、款２項１公債費５億６ ,２０１万８ ,９００円は、起債元金、利子の償還

金でございます。  

 款３項１予備費の支出はありませんでした。  

 したがいまして、歳出合計が８億８ ,２０３万１ ,６６０円となります。執行率が

８９ .９％でございました。  

 続いて１８５ページをご覧ください。  

 歳入歳出差引残額は９４６万５ ,９０７円でございます。  

 続きまして、１９２ページをお願いいたします。  

 実質収支に関する調書でございます。  

 １ ． 歳 入 総 額 は ８ 億 ９ ,１ ４ ９ 万 ７ ,０ ０ ０ 円 で す 。 ２ ． 歳 出 総 額 は ８ 億

８ ,２０３万１ ,０００円です。歳入歳出差引額は９４６万５ ,０００円です。翌年

度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費繰越額３万４ ,０００円です。こちらは公会

計移行委託費の繰越しとなっております。５．実質収支額は９４３万１ ,０００円

でございます。６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金

繰入額はありません。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２２  議案第７８号  令和４年度御代田町農業集落排水事業特別会計  



４７ 

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２２  議案第７８号  令和４年度御代田町農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書４５ページをご覧ください。  

 議案第７８号  令和４年度御代田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について説明いたします。  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度御代田町農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付します。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 歳入・歳出決算書１９４ページをご覧ください。款項別集計表、歳入になります。  

 款１分担金及び負担金、項１分担金４万７ ,３４５円は、草越・広戸事業組合の

受益者分担金として事業費の７％分でございます。  

 款２使用料及び手数料、項１使用料７９５万３ ,６６０円は、下水道使用料です。

徴収率９３ .９％となっております。項２手数料１ ,９００円は督促手数料です。  

 款３繰入金、項１他会計繰入金２ ,００２万３ ,０００円は、一般会計からの繰入

金でございます。  

 款４項１繰越金４６万５ ,８７９円は、前年度からの繰越金でございます。  

 款５諸収入、項１延滞金、加算金及び過料１ ,３００円は延滞金でございます。

項２雑入の収入はありませんでした。  

 歳入合計が２ ,８４９万３ ,０８４円となっております。  

 次の１９５ページをご覧ください。  

 歳出でございます。  

 款１農林水産業費、項１農地費１ ,０３２万２ ,０２７円は、処理場保守管理委託

料及び光熱水費が主なものになります。  

 款２項１公債費１ ,７３７万２ ,７９４円は、起債元金利子の償還金です。  

 款３項１予備費の支出はありませんでした。  



４８ 

 歳出合計が２ ,７６９万４ ,８２１円で、執行率９４ .６５％となっております。  

 次の１９６ページをご覧ください。  

 歳入歳出差引額は７９万８ ,２６３円でございます。  

 続いて２００ページをご覧ください。  

 実質収支に関する調書でございます。  

 １．歳入総額は２ ,８４９万３ ,０００円です。２．歳出総額は２ ,７６９万

４ ,０００円です。３．歳入歳出差引額は７９万８ ,０００円です。４．翌年度へ繰

り越すべき財源はありません。５．実質収支額は７９万８ ,０００円です。６．実

質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はありません。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２３  議案第７９号  令和４年度御代田町個別排水処理施設整備事業  

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２３  議案第７９号  令和４年度御代田町個別排水処理施

設整備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書４６ページをご覧ください。  

 議案第７９号  令和４年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定について説明をいたします。  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和４年度御代田町個別排水処理施

設整備事業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付

します。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 



４９ 

 歳入・歳出決算書２０２ページをご覧ください。款項別集計表、歳入でございま

す。  

 款１使用料及び手数料、項１使用料は５４５万１ ,２１６円でございます。合併

処理浄化槽の施設使用料９８基分でございます。徴収率８７ .７％となっておりま

す。不納欠損額１６万９ ,５５２円は、法令の規定に基づく時効消滅によるもので

ございます。項２手数料１ ,６００円は督促手数料です。  

 款２繰入金、項１他会計繰入金６１５万１ ,０００円は一般会計からの繰入金で

す。  

 款３項１繰越金２万５ ,９２２円は、前年度からの繰越金でございます。  

 款４諸収入、項１延滞金、加算金及び過料３万１ ,５１２円は延滞金でございま

す。  

 歳入合計が１ ,１６６万１ ,２５０円でございました。  

 次の２０３ページをご覧ください。  

 歳出でございます。  

 款１衛生費、項１保健衛生費５２９万９ ,８００円は合併処理浄化槽の保守管理

委託料でございます。  

 款２項１公債費５０９万８ ,８２８円は、起債の元金、利子の償還金です。  

 款３項１予備費の支出はありませんでした。  

 歳出合計が１ ,１２０万８ ,６２８円で、執行率９４ .３１％となっております。  

 ２０４ページをご覧ください。  

 歳入歳出差支引残額は４５万２ ,６２２円でございます。  

 続いて２０８ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。  

 歳 入 総 額 は １ ,１ ６ ６ 万 １ ,０ ０ ０ 円 で す 。 ２ ． 歳 出 総 額 は １ ,１ ２ ０ 万

８ ,０００円です。３．歳入歳出差支引額は４５万２ ,０００円です。４．翌年度へ

繰り越すべき財源はありません。５．実質収支額は４５万２ ,０００円です。

６．実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はあり

ません。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  



５０ 

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２４  議案第８０号  令和４年度御代田小沼水道事業会計利益の処分及び  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２４  議案第８０号  令和４年度御代田小沼水道事業会計

利益の処分及び歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書４７ページをご覧ください。  

 議案第８０号  令和４年度御代田小沼水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算

の認定について説明をいたします。  

 地方公営企業法第３２条第２項の規定により、令和４年度御代田小沼水道事業特

別会計利益の処分について、議会の議決を求めるとともに、同法第３０条第４項の

規定により、令和４年度御代田小沼水道事業会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の

意見を付けて議会の認定に付します。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 資料につきましては、３─３、資料３、御代田小沼水道決算状況をご覧ください。  

 地方公営企業法で定められている決算書は議案書のとおりでございますが、概要

については、この資料番号３で説明をさせていただきます。  

 令和４年度御代田小沼水道事業決算状況です。  

 ２の経営成績及び３の資金収支状況は、消費税込みの当初予算額及び決算額を記

載したものとなっております。御代田小沼水道事業は、公営企業として令和４年度

で９年目となりました。その業務活動の１．給水業務についてですが、期末給水戸

数が３ ,７８１戸、年間有収水量は約８１万６ ,０００ｍ ３という結果でございまし

た。  

 次に、２の経営成績を上から順に決算額を申し上げます。  

 ①営業収益の１億８ ,７７３万５ ,６６７円は、主たる営業活動から生ずる収益で、



５１ 

水道使用料、消火栓管理手数料が主なものとなっております。  

 ②営業費用の１億５ ,４５３万１３１円は、主たる営業活動から生ずる費用で、

人件費、受水費、光熱費、修繕費、検針委託料等が主なものとなっております。  

 ③営業利益は、営業収益と営業費用の収支で３ ,３２０万５ ,５３６円となってお

ります。  

 ④営業外収益の１ ,８９４万３ ,３４５円は、金融及び販売活動に伴う収益、その

他主たる営業活動以外から生ずる収益となっておりまして、基金の積立利息、減価

償却補助金相当額等が主なものとなっております。これは、過去に水道事業として

改良に充てるために受けた補助金を分割計上するように定められているところによ

るものでございます。  

 ⑤営業外費用の５９４万５ ,０４４円は、金融及び財務活動に伴う費用、その他

主たる営業活動に係る費用以外の費用で、企業債の利息や消費税等がこれに当たり

ます。  

 ⑥経常利益は、③営業利益に④営業外収益と⑤営業外費用の収支を加えたもので、

４ ,６２０万３ ,８３７円となっております。  

 ⑦特別利益は、概当ありません。  

 それから⑧の特別損失の５１４万２ ,６００円、こちらは令和３年度の中間申告

消費税の支払いにおいて現金で支払い済みではありましたが、会計処理上で計上さ

れていなかったため、令和４年度決算において計上し、修正をしたものでございま

す。  

 したがいまして、⑨当期純利益は、⑥の経常利益に⑦の特別利益と⑧特別損失の

収支を加えたもので、４ ,１０６万１ ,２３７円となりました。  

 次に、当年度の資金状況でございます。３の資金収支状況をご覧ください。  

 ①経常収入の１億７ ,４９６万９ ,６９４円は、給水費、給水手数料でございます。  

 ②の経常支出の８ ,３９０万６ ,９３４円は、浄水給水費、企業債取扱諸費等とな

っております。  

 ③の経常収支差額は９ ,１０６万２ ,７６０円の黒字でございます。  

 ④資本的収入の６ ,９３５万４ ,０００円は、新規加入金、これは国庫補助金等と

なっております。  

 ⑤の資本的支出の２億４２５万１ ,３６３円は、建設改良費、企業債償還金等で
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ございます。  

 ⑥資本的収支差額は、１億３ ,４８９万７ ,３６３円の赤字となりましたが、歳

入・歳出決算書小沼水道をご覧ください。こちらの１６ページをお願いいたします。

１６ページの資本的収入及び支出の支出の表の※１番、資本的収入額が資本的支出

額 に 不 足 す る と い っ た と こ ろ な ん で す が 、 こ こ で 先 ほ ど の １ 億 ３ ,４ ８ ９ 万

７ ,３６６円の不足が生じておりますけども、不足額については現年度分損益勘定

留保資金４ ,８４７万２ ,６１０円と建設改良積立金８ ,６４２万４ ,７５３円により

全額を補填しております。  

 続きまして、この歳入・歳出決算書小沼水道の１９ページをご覧ください。剰金

処分計算書案でございます。  

 本議会におきまして、決算認定とあわせて、未処分利益剰余金から資本金への組

入れの議決を賜りたい利益の処分案でございます。  

 未処分利益剰余金は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により処分したもの

について記載しております。  

 表の右側にあります未処分利益剰余金をどのように処分させていただくかという

ことを表しております。  

 令和４年度の未処分利益剰余金が１億１ ,９１２万５ ,４９３円でございました。

議会の議決により、８ ,６４２万４ ,７５３円につきましては、資本金へ組み入れさ

せていただきますようお願いいたします。  

 この金額については、資本的収支の不足分を補填する財源として、先ほど説明し

ましたように、建設改良積立金を取り崩した額となっております。残りの３ ,２７０万

１ ,１９０円につきましては、御代田町水道事業の剰余金の処分等に関する条例第

２条の規定により、減債積立金に８２０万円は企業債の償還を目的に４分の１以上

を充てております。  

 次に、建設改良積立金２ ,４００万円は、建設工事を目的に２分の１以上を充て

ております。  

 それから利益積立金５０万１ ,１９０円は、欠損金を埋める目的にそれぞれに積

み立てた残余を充てております。  

 したがいまして、処分後残高は、資本金が９億５ ,７５１万５ ,４４４円、資本剰

余金合計が１ ,７３７万７ ,７４１円となり、繰越利益剰余金はございません。  
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 以上のとおり、御代田小沼水道事業の決算状況と利益の処分について説明をさせ

ていただきました。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 以上をもちまして、令和４年度一般会計及び特別会計並びに公営企業会計歳入歳

出決算の認定について、提案理由の説明を終わります。  

 監査委員より監査意見書が提出されております。  

 監査委員より報告を求めます。  

 井田代表監査委員。  

（代表監査委員  井田理恵君  登壇）    

○代表監査委員（井田理恵君）   引き続き、監査の報告をいたします。代表監査委員の井

田理恵です。議会選出の小井土哲雄監査委員と共に行いました、令和４年度決算審

査の結果と講評について、監査委員を代表し、ここにご報告申し上げます。  

 私どもは、地方自治法第２３３条第２項及び地方自治法第２４１条第５項の規定

によって、町長より審査に付されました令和４年度御代田町一般会計及び９つの特

別会計の歳入歳出決算審査、並びに定額基金運用状況に関する関係書類の審査を実

施いたしました。  

 審査意見書は、御代田町歳入歳出決算審査意見書及び定額基金運用状況審査意見

書として、定例会議案書の４８ページから６０ページに記載いたしました。  

 決算審査意見書は、審査の概要、審査の結果、決算概況、所感から構成されてい

ます。  

 第３の決算概況につきましては、先ほど来、理事者側より詳細な説明が行われま

したのでこの部分は省略させていただき、第１、第２、第４についてご報告申し上

げますことをご了承ください。  

 なお、定額基金運用状況につきましても、決算審査に準じた審査を行い、その運

用と管理は適切と判断しましたので、同基金の意見書をご参照願えれば幸いと存じ

ます。  

 第１に、決算審査の概要であります。まず、令和４年度御代田町歳入歳出決算審
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査の対象は、一般会計と９つの特別会計の歳入歳出決算書及び関係書帳簿並びに証

書類で、決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書を含んでい

ます。特別会計の詳細は、決算審査意見書の最終ページの別表に記載いたしました。  

 これら審査対象について、第１次的には、去る７月１９日から２１日に予備審査

を行い、その後７月２４日から８月１日まで本審査を行いました。  

 この審査に当たりましては、歳入歳出決算書及び同付属書類について、１、法令

に準拠して作成されているか、２、計数は正確であるか、３、予算の執行は、議会

の議決の趣旨に沿って適正かつ効率的になされているか、歳入歳出に関する事務は、

法令に適合し適正になされているか、財産の管理は適正になされているか等々の諸

点に意を用い、関係諸帳簿及び証書類を試査により照合いたしました。さらに、関

係資料の提出を求め、関係者の説明を聴取し、必要に応じて預金証書等証券類の実

査や金融機関の残高確認を行いました。  

 なお、定期監査及び例月出納検査等の結果もあわせて考慮して審査をいたしまし

た。  

 第２は、審査の結果であります。これら審査手続の結果、一般会計及び特別会計

の歳入歳出決算については、決算書等は正確かつ適正に作成されていました。事務

の執行についても、適正に処理されているものと認めました。  

 まず、決算書等の法令遵守と正確性であります。審査に付された一般会計及び特

別会計の歳入歳出決算書並びに関係書類は、いずれも法令に準拠して作成されてお

り、その計数も正確であると認められました。  

 次に、予算及び事務の執行状況であります。予算及び事務の執行並びに財産の管

理など財務に関する事務の執行については、適正に処理されているものと認められ

ました。  

 また、各基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係諸帳簿及び書類との

照合結果も符号しており、いずれも誤りがないことを認めました。  

 なお、町長より審査に付されました地方自治法第２４１条に定められた定額の資

金を運用するための御代田町土地開発基金及び収入印紙等の購入基金につきまして

も、所定の監査手続により、その運用と管理は適切であると認めたことを改めて申

し上げます。  

 以上が、決算審査の概要と結果についてのご報告であります。  
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 なお、課ごとの個別の疑問や問題点については、その都度ご注意申し上げており、

多くはその後改善されております。  

 それでは、これより審査の所感に入ります。  

 第１は、報告書の作成に関してです。報告書の作成に当たっては、例年の作業で

あるため定型に数字などを入れ替えることは合理的であり否定するものではありま

せんが、不足する観点と、現状の認識不足とも捉えられる場面が散見されました。  

 １、変化の傾向比較に必要な前年対比の数値が抜けた実績値がありました。２、

コロナ禍前の通常年時との比較の把握がされていないかなという場面がありました。

３、表の意味を理解していれば気づくであろう数値の記載ミスが、前後が入れ替わ

っていたり、ということがありました。  

 これらについては、的確な理解と職員の皆さんが説明力をどこでも持つことにつ

ながるため、さらなる研鑚を望んでいるところでございます。  

 いずれも職員の皆さんが予算執行当事者として年度総括を分析する感度を持ち、

次年度からの有効な予算組立てにつながることを期待するものからでございます。  

 第２は、規制改革に伴う事務事業の見直しについてです。国など上部機関による

事務事業の規制改革見直しに伴う制度の更新と周知に未整備な状況が見られました。  

 ２０２０年１１月には内閣府が決定した行政手続における押印義務の見直しに伴

う事務手続の改正で、押印廃止が可能な事務処理について外部周知がなされず未実

行な課が確認されました。その後すぐに直していただきましたけれども、ちょっと

時間がたってからでございますので、しばらく間が空きました。  

 当該の改正は、行政手続における業務効率の改善、デジタル化推進など官民双方

に関わる大事な事項です。国の制度改正に常に注意を向けて、その目的と意義を理

解し、スピード感を持ち取り組んでください。  

 第３は、規則の運用についてでございます。慣例の見直しを必要とする場面が確

認されました。  

 附属機関委員というのがございますが、それについて、民間機関の長または団体

の長などを主に委嘱することを当町も慣例的に行っています。これについては責任

性とその信頼性の観点と解釈して妥当と捉えています。  

 一方、地方自治法第１３８条では、行政執行のために必要な審査、審議、調査を

行う機関を附属機関と定義し、原則委員は代理のきかない者とされています。欠席
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または時にはその方が審議の参考として代理の方の出席も応変で否定するものでは

ありません。しかし委嘱任命に当たり、最初から出席が困難な方ということがある

場合は、今後は法規に沿った運用がされることを期待しています。  

 第４は、金券の管理と処分についてです。金券の管理と処分については、手順に

統一性が確認されず、課題と捉えました。  

 令和４年度は、引き続きのコロナ対策事業として国から自治体へ多額の、皆さん

も御存じな、議員の皆さんが認定された多額の補助金が歳入となりました。当町は

これらを有効に町民へ還元する事業の一つとして生活応援金や町独自の支援金、

６５歳以上など条件付きなものも加えまして、金券を作成し、送付してきています。

発行と発送手順は、委託業者の方と町職員合同作業という状況を聴取確認しました

けれども、在庫については保管状況が徹底されず、処分の記録はないとのことでし

た。実際の管理と処分は正しく行われているものと大体は理解します。よく聴取し

て確認しました。金券は間違いのないと私たちも信じています。ですけれども、金

券は現金、公金といたしますし、同等であり公金です。一定期間であっても扱いの

規則を設けるなどの安全管理が不可欠と考えます。今後も金券の発行を継続する中

では、これについて適宜検討されるよう努めてください。  

 第５は、職員の職場環境整備についてです。職員の職場環境と安全衛生の整備に

ついて管理者の方々は、個々の残業時間のデータベース化をさらに進め、分析の上、

把握し難いパーソナルな課題に向けて、ケアや環境改善に有効に役立つよう努めて

ください。  

 このたびの審査に当たり残業手当の該当する全ての対象職員について、残業時間

の提出を求めました。健康被害を引き起こす可能性ボーダーラインの月４５時間以

上のものは認められなかったものの、あくまでも残業手当支給のデータ実績であり、

申告についても実績とはやや乖離があるように感じました。各々が一日に可能な仕

事量を把握し、サービス残業が発生しないよう、正しく必要な時間申告ができるこ

とが重要と捉えました。職員の皆さんが健康を保ち生き生きと業務を果たせること

が、町民福祉への還元となります。意識改革のためにも全課に向け、ぜひとも課及

び係単位で可能なノー残業デーを設けたり、これをぜひ実行されるよう進言いたし

ました。  

 以上が、一般会計等の決算審査報告の所感となります。  
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 次に、令和４年度御代田小沼水道事業歳入歳出決算審査の意見について、続けて

申し上げます。  

 御代田小沼水道事業歳入歳出決算審査意見書は、定例会議案書の６１ページから

６４ページに記載いたしました。公営企業会計には出納整理期間がないことから、

私どもの監査委員は、７月に水道事業決算審査を担任しました。決算審査に当たり

ましては、一般会計の決算審査手続に準ずるとともに、毎月の月次出納検査の際の

月次損益を含む事業概況の説明を受けており、これらも参考に決算審査も行いまし

た。  

 その結果、審査に付された御代田小沼水道事業決算書並びに附属書類は、いずれ

も法令に準拠し作成されており、その計数も正確であると認められました。  

 予算及び事務の執行並びに財産管理など、財務に関する事務の執行については、

適正に処理されているものと認められました。  

 また、各基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係書帳簿及び証拠書類

との照合結果も符号しており、いずれも誤りがないと認められました。  

 決算審査の結論は、ただいま申し上げたとおりでありますが、決算概況について

簡単にご説明いたします。  

 公営企業として令和４年度の業務活動の結果は、年度末の給水戸数が３ ,７８１戸

で前年度から１０６戸の増となりましたが、その年間有収水量は８１万６,０００ｍ３で、

コロナ禍の巣ごもり需要が解消されてきたことを受けて、前年度から２万２,０００ｍ３の

減となっています。営業成績は、営業収益が１億７ ,１２８万円で、当期純利益が

２ ,９８５万円となり、前年度増収増益となりました。  

 一般企業で注目されているキャッシュフローでございますけれども、キャッシュ

フローは、業務活動資金は６ ,３１１万円プラスとなりましたが、積極的に設備投

資活動を行っていることから、投資・財務活動資金のマイナスは大きく、年度末資

金は前年比４ ,３８３万円の減少となりました。また、工事代金等の未払金が

７ ,９５１万円計上されていることから、今後さらに資金を取り崩すこととなりま

す。  

 それでは次に、御代田小沼水道事業会計の決算審査を終えての所見を簡単に３点

ほど申し上げます。  

 第１に、発生主義に関することです。企業会計は年度末に未収収益や未払収益を



５８ 

計上しますが、受取利息や支払利息は３月２０日前後の決算期直前が決算期間の末

日となっております。これは毎年の決まったことでございますけれども、未収利益、

未払利息ともに少額であるために今年度も現金主義により処理しております。この

ことは、重要性の原則と継続性の原則から妥当であると考えております。  

 第２は、設備投資に関することです。近年は計画的に設備投資もされており、そ

の結果として、有収率の向上、そして水質保全が担保されるなど投資効果が上がっ

ているところです。引き続き計画的な設備投資が実施され、安心安全な水の供給と

安定した事業の継続を期待しています。  

 第３は、経理事務に関してです。今年度の決算では、お話がありましたように、

過年度損益修正損や前年度繰越利益剰余金など、通常時にない処理が必要となりま

した。公営企業会計は複式簿記であります。年度の積み重ねが財務諸表に反映して

いくことになります。修正すべき点を発見した場合、そしてまた指摘を受けた場合

には、今回のように速やかに修正することが必要です。  

 また、毎月試算表を確認することで、未処分や未払いのものがないかを把握し、

処理の漏れがないように事務を進めていくことがさらに望まれます。  

 以上が、令和４年度御代田小沼水道事業歳入歳出決算審査の概要と監査の所感で

ございます。  

○議長（五味髙明君）   以上で、代表監査委員からの報告を終わります。  

 この際、暫時休憩します。再開はブザーにてお知らせします。  

（午後  ２時３６分）  

（休   憩）    

（午後  ２時４６分）  

○議長（五味髙明君）   休憩前に引き続き本会議を再開します。  

 

－－－日程第２５  議案第８１号  令和５年度御代田町一般会計  

補正予算案（第３号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２５  議案第８１号  令和５年度御代田町一般会計補正予

算案（第３号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  
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（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書６５ページをお願いします。  

 議案第８１号  令和５年度御代田町一般会計補正予算案（第３号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町一般会計補正予

算（第３号）を、別冊のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ６７ページをお願いします。  

 令和５年度御代田町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８億５ ,１２０万４ ,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８８億６ ,２７４万円とする。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 （債務負担行為）  

 第２条  地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることがで

きる事項、期間及び限度額は、「第２表  債務負担行為」による。  

 （地方債の補正）  

 第３条  地方債の変更は、「第３表  地方債補正」による。  

 それでは、次のページの歳入歳出予算補正につきましては、議案書とは別になり

ます。ファイル３─４の資料番号４をご覧ください。  

 初めに、歳入の主なものから説明をいたします。  

 款１町税、項１町民税は、補正額４ ,６６５万６ ,０００円の増額で、個人町民税

現年課税分になります。主に給与所得について、人数、それから所得額ともに増額

となりました。  

 款１１項１地方交付税は、普通交付税について４ ,２１４万１ ,０００円を増額す

るものです。今年度の基準財政収入額と需要額を算定し、交付額が決定したもので

す。基準財政収入額のうち、町民税の個人と法人、固定資産税の家屋等償却資産の

税収入が大幅に増となったことによりまして財源不足分が減少したため、昨年度、

令和４年度と比較しますと普通交付税のほうは減少となっております。  
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 款１５国庫支出金、項２国庫補助金は、補正額で１ ,４５２万円の増額です。こ

のうち道路メンテナンス事業補助金は、鉄道事業者との点検協定により橋梁点検を

行うため補助金を増額するものです。  

 款１７財産収入、項２財産売払収入は、土地売払収入として１億９ ,４９８万

４ ,０００円を増額するものです。旧役場庁舎跡地の鑑定価格が出たことと跡地に

ある車庫やアスファルト、擁壁などの撤去費用の積算ができたため、売払収入を見

込んでおります。  

 款１９繰入金、項１基金繰入金３億５ ,６００万円です。こちらは財政調整基金

から繰り入れるものです。令和４年度の決算剰余金など財政調整基金に積立てした

ものを地域福祉基金や社会資本整備基金など特定目的基金への積立金の財源とする

ため、繰入れを行います。なお、繰入れ後の財政調整基金の年度末の残高につきま

しては２５億円を見込んでおります。  

 款２０項１繰越金は、前年度繰越金として１億９ ,９０８万３ ,０００円を増額補

正するものでございます。  

 款２２ 町債は２ ,２ ５９万２ ,００ ０円の 減額で、 このうち 臨 時財政対 策債

２ ,２４９万２ ,０００円の減は、普通交付税の算定結果により財源不足が減少した

ため、発行額を減額するものでございます。  

 歳入合計補正額８億５ ,１２０万４ ,０００円となっております。  

 次の２ページをお願いいたします。  

 歳出になります。  

 款２総務費、項１総務管理費は１ ,８０１万２ ,０００円の増額で、このうち電気

料３５５万８ ,０００円は電気料金値上げによるもの、それからシステム借上料

３２８万円はオフィスソフトのライセンスを１年分一括で支払う必要があることか

ら増額するものになります。  

 款３民生費、項１社会福祉費は１億１ ,４７３万６ ,０００円の増額で、地域福祉

基金積立金９ ,７００万円、こちらにつきましては高齢者生活応援券事業を２０年

間継続できるよう基金の目標額を５億円と考えまして、今年度末の基金残高の見込

みと今回の積立金をあわせまして合計５億円とするための積立てとしております。  

 また、長野県価格高騰特別対策支援事業給付金８００万円は、県の補助事業とし

て新たに制度が設けられたもので、住民税所得割非課税世帯、それから家計急変世
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帯に対しまして１世帯当たり２万円を給付するものです。  

 項２児童福祉費は２ ,２５３万１ ,０００円の増額で、児童手当所得制限撤廃分

１ ,２００万円は町独自に新規事業として行うものでございます。  

 児童手当につきましては、家庭等における生活の安定に寄与するとともに、時代

の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的としまして、国の施策として

実施しております。しかし、所得上限限度額により受給できない世帯があるため、

町では子育て支援に所得制限は不合理であり、児童を養育する全ての世帯が早期に

児童手当を受けられるよう、所得上限限度額以上の所得がある世帯に対しまして、

特例給付同等額として児童１人当たり月額５ ,０００円を支給するものでございま

す。  

 次の長野県子育て世帯生活支援特別給付金４１４万円は、こちらも県の補助事業

として新たに制度が設けられたもので、国の支援制度がない住民税所得割非課税世

帯の児童手当受給世帯に対しまして、児童１人当たり３万円を支給するものです。  

 款７商工費は２ ,０７０万８ ,０００円の増額で、工業振興奨励補助金２ ,０４６万

９ ,０００円は令和４年中に取得した設備等の実績により補助金を増額するもので

す。  

 款８土木費、項１土木管理費は４億３ ,３６３万３ ,０００円の増額で、今後の大

型道路事業やまちづくり事業に備えまして、社会資本整備基金へ４億３ ,３００万

円を積み立てるものです。  

 項２道 路橋梁費 は ２ ,９０６万５ ,００ ０円の増 額で、調 査 測量設計 委託 料

１ ,５５２万４ ,０００円は、道路メンテナンス事業について鉄道事業者との点検協

定に基づき橋梁点検を行うために増額するものです。また、橋梁維持補修工事

８０４万５ ,０００円は、資材の高騰や特殊工法が必要となったことから増額をす

るものです。  

 ３ページをお願いいたします。  

 款１０教育費、項１教育総務費です。こちらは将来の小学校の建替えに備えるた

め、町立小学校建設基金積立金として５ ,０００万円を増額するものです。  

 項６学校給食費は、学校給食運営基金積立金７ ,６００万円、こちらは学校給食

無償化事業を１０年間継続できるよう基金目標額を３億円と考えまして、今年度末

の基金残高見込みと今回の積立金をあわせまして３億円とする積立金となっており
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ます。  

 款１２公債費の償還元金１ ,６１０万円の増額は、令和４年度の起債の財源の捉

え方に相違があったため、今回、繰上償還をするものでございます。  

 款１４予備費は７ ,２７２万６ ,０００円を増額しまして、歳入歳出調整をして歳

出合計補正額８億５ ,１２０万４ ,０００円となっております。  

 議案書に戻りまして、議案書の７２ページをお願いいたします。  

 第２表  債務負担行為です。こちらは新たに債務負担行為を計上するものです。  

 庁舎夜間警備受付業務委託料として、期間は令和５年度から令和６年度まで、限

度額は８９９万４ ,０００円としております。  

 こちらは令和６年度から宿直業務を委託するに当たり、従事者の事前研修などが

必要になることから、令和５年度中に契約をする必要があるため、新たに債務負担

行為を計上するものです。  

 次に、７３ページをお願いいたします。  

 第３表  地方債補正です。こちらは地方債の変更になります。  

 まず、防災対策事業債は小型消防ポンプ購入の事業費が確定したため、補正後の

限度額を７ ,２３０万円として１０万円の減額をします。  

 臨時財政対策債は、普通交付税の算定に伴い発行額が確定したことから、補正後

の限度額３ ,７５０万８ ,０００円として２ ,２４９万２ ,０００円の減額をするもの

です。  

 起債の方法、利率、償還の方法については変更ありません。  

 説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２６  議案第８２号  令和５年度御代田財産区特別会計  

補正予算案（第１号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２６  議案第８２号  令和５年度御代田財産区特別会計補

正予算案（第１号）についてを議題とします。  
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 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の９９ページをお願いいたします。  

 議案第８２号  令和５年度御代田財産区特別会計補正予算案（第１号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田財産区特別会計補

正予算（第１号）を、別冊のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １０１ページをお願いします。  

 令和５年度御代田財産区特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、変更はないものとする。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 今回の補正の内容につきましては、８月１７日開催の御代田財産区管理会におい

て同意をいただいたものとなっております。  

 議案書１０２ページをお願いいたします。  

 第１表  歳入歳出予算補正の歳入についてです。  

 款２繰入金、項１基金繰入金は１０３万８ ,０００円を減額するものです。令和

４年度の繰越金が確定したことにより、財政調整基金からの繰入金を減額します。  

 款３項１繰越金は１０３万８ ,０００円を増額するものです。こちらは令和４年

度の繰越金になります。  

 歳入合計の補正額は０円で、予算額の変更はありません。  

 続きまして、１０３ページをお願いします。  

 こちらは歳出になりますが、歳出の補正はありません。  

 説明は以上になります。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  
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（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２７  議案第８３号  令和５年度小沼地区財産管理特別会計  

補正予算案（第１号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２７  議案第８３号  令和５年度小沼地区財産管理特別会

計補正予算案（第１号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書１０７ページになります。  

 議案第８３号  令和５年度小沼地区財産管理特別会計補正予算案（第１号）につ

いて  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度小沼地区財産管理特別会

計補正予算（第１号）を、別冊のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 続きまして、１０９ページをお願いいたします。  

 令和５年度小沼地区財産管理特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、変更はないものとする。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 こちらの補正の内容につきましては、８月１８日の小沼地区財産管理委員会のほ

うで同意を得たものとなっております。  

 続きまして、１１０ページ、第１表  歳入歳出予算補正になります。  

 まず、歳入になります。  

 款２繰入金、項１基金繰入金は１３万４ ,０００円を減額するものです。令和

４年度の繰越金が確定したことにより、財政調整基金からの繰入金を減額します。  
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 款３繰越金、項１繰越金は１３万４ ,０００円を増額するものです。こちらは令

和４年度の繰越金になります。  

 歳入合計の補正額は０円で、予算額の変更はありません。  

 １１１ページをお願いします。  

 こちらは歳出ですが、こちらについての補正はありません。  

 説明は以上になります。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２８  議案第８４号  令和５年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計  

補正予算案（第２号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２８  議案第８４号  令和５年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計補正予算案（第２号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の１１５ページをご覧ください。  

 議案第８４号  令和５年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案

（第２号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計補正予算（第２号）を、別冊のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １１７ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田町の国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７ ,６２４万１ ,０００円を追



６６ 

加し、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ１６億６ ,７２２万９ ,０００円とする。  

 ２  歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 １１８ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算補正。  

 まず、歳入でございます。  

 款１項１国民健康保険税２ ,３３１万円の減額でございます。こちらは当初課税

による調定額の確定に伴いまして減額をするものでございます。  

 款６繰入金、項１他会計繰入金３７万２ ,０００円の増額でございます。令和

５年度普通交付税の算定結果に基づき、額が確定した財政安定化支援事業繰入金を

増額するものでございます。  

 款７項１繰越金、令和４年度決算の確定に伴いまして９ ,９１７万９ ,０００円の

増額をするものでございます。  

 歳入合計７ ,６２４万１ ,０００円の増額補正でございます。  

 １１９ページをお願いいたします。  

 歳出でございます。  

 款３国民健康保険事業費納付金ですが、こちらは財源の変更となっております。  

 款７項１予備費につきましては７ ,６２４万１ ,０００円の増額となっております。  

 歳出合計７ ,６２４万１ ,０００円の増額補正でございます。  

 説明は以上でございます。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２９  議案第８５号  令和５年度御代田町介護保険事業勘定特別会計  

補正予算案（第１号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２９  議案第８５号  令和５年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計補正予算案（第１号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  



６７ 

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の１２５ページをご覧ください。  

 議案第８５号  令和５年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第

１号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計補正予算（第１号）を、別冊のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １２７ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田町の介護保険（事業勘定）特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６ ,３３６万６ ,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億４ ,００６万５ ,０００円とす

る。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 １２８ページをご覧ください。  

 まず、歳入でございます。  

 款５項１支払基金交付金６９万９ ,０００円の増額でございます。こちらは介護

給付費交付金の確定に伴いまして、過年度追加交付による増額をするものでござい

ます。  

 款７財産収入、項１財産運用収入３万２ ,０００円の増額でございます。介護保

険基金預金利子の確定に伴い増額をするものでございます。  

 款９項１繰越金、令和４年度決算の確定に伴いまして６ ,２６３万５ ,０００円の

増額をするものでございます。  

 歳入合計６ ,３３６万６ ,０００円の増額補正でございます。  

 １２９ページをお願いいたします。  

 歳出でございます。  



６８ 

 款４項１基金積立金４万円の増額でございます。歳入の介護保険基金預金利子の

確定に伴いまして増額をするものでございます。  

 款５項１諸支出金２ ,３７２万円の増額でございます。前年度実績に伴います、

国、支払基金、県への返還金等を増額するものでございます。  

 款６項１予備費につきましては３ ,９６０万６ ,０００円の増額となっております。  

 歳出合計６ ,３３６万６ ,０００円の増額補正でございます。  

 説明は以上でございます。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第３０  議案第８６号  令和５年度御代田町後期高齢者医療特別会計  

補正予算案（第１号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第３０  議案第８６号  令和５年度御代田町後期高齢者医療

特別会計補正予算案（第１号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の１３４ページをご覧ください。  

 議案第８６号  令和５年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案（第

１号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）を、別冊のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １３６ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  



６９ 

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２６万６ ,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９ ,７９４万５ ,０００円とする。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 １３７ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算補正。  

 まず、歳入でございます。  

 款４項１繰越金、令和４年度決算の確定に伴いまして２６万６ ,０００円の増額

をするものでございます。  

 したがいまして、歳入合計２６万６ ,０００円の増額補正でございます。  

 それから、１３８ページをお願いいたします。  

 歳出でございます。  

 款５項１予備費につきまして２６万６ ,０００円の増額となっております。  

 歳出合計２６万６ ,０００円の増額補正でございます。  

 説明は以上でございます。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第３１  議案第８７号  令和５年度御代田町公共下水道事業特別会計  

補正予算案（第２号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第３１  議案第８７号  令和５年度御代田町公共下水道事業

特別会計補正予算案（第２号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書１４３ページをご覧ください。  

 議案第８７号  令和５年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案（第

２号）について  



７０ 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）を、別冊のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 次の１４５ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１ ,２８０万７ ,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億８７４万２ ,０００円とする。  

 第２項  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 （地方債の補正）  

 第２条  地方債の変更は、「第２表  地方債補正」による。  

 次の１４６ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算補正になります。  

 歳入です。  

 款３繰入金、項１他会計繰入金１ ,３３２万４ ,０００円の減額をお願いいたしま

す。こちらは一般会計からの繰入金でございますが、前年度繰越金の確定及び歳出

において浅麓環境施設組合の予算補正による下水道汚泥負担金の減額によるもので

ございます。  

 款４項１繰越金８４３万１ ,０００円の増額をお願いいたします。こちらは前年

度繰越額の確定によるものでございます。  

 続いて、款６項１町債１ ,７７０万円の増額をお願いいたします。公共ます設置

工事件数の増加による工事費の増に伴うものでございます。下水道事業債借入額充

当率１００％でございます。  

 歳入の合計は１ ,２８０万７ ,０００円を増額し、総額９億８７４万２ ,０００円

となります。  

 続いて、１４７ページをご覧ください。  

 歳出です。  



７１ 

 款１土木費、項１都市計画費、補正額１ ,２８０万７ ,０００円の増額をお願いい

たします。公共ます設置工事の申請件数の増加による１ ,７７０万円の増額、浅麓

環境施設組合補正予算による下水道汚泥処理負担金４８９万３ ,０００円の減額に

よるものでございます。  

 款２公債費については、一般会計からの繰入れの財源を変更いたします。  

 歳出合計が１ ,２８０万７ ,０００円を増額し、総額９億８７４万２ ,０００円と

なります。  

 次の１４８ページをご覧ください。  

 第２表  地方債補正です。  

 変更をします。  

 起債の目的は公共下水道事業です。歳出で説明しました公共ます設置工事の増額

によるもので、補正前の限度額１億４ ,３２０万円を１ ,７７０万円増額し、補正後

の限度額を１億６ ,０９０万円とします。  

 起債の方法、利率、償還の方法については補正前に同じです。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第３２  議案第８８号  令和５年度御代田小沼水道事業会計  

補正予算案（第２号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第３２  議案第８８号  令和５年度御代田小沼水道事業会計

補正予算案（第２号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書１５３ページをご覧ください。  

 議案第８８号  令和５年度御代田小沼水道事業会計補正予算案（第２号）につい

て  



７２ 

 地方公営企業法第６条及び地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年

度御代田小沼水道事業会計補正予算（第２号）を、別冊のとおり提出する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 次の１５５ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田小沼水道事業会計補正予算（第２号）  

 令和５年度御代田小沼水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。  

 （収益的収入及び支出の補正）  

 第１条  令和５年度御代田小沼水道事業会計予算第３条中に定めた収益的収入及

び支出の予算額を次のとおり補正する。  

 収益的収入につきましては、第４１款水道事業収益、第１項営業収益は補正あり

ません。第２項営業外収益５１０万円の増額をお願いいたします。  

 ８月１日に発生した局地的な雷雨により、塩野配水池のポンプ制御盤と長坂受水

槽の水位計が故障したため、緊急に修繕を実施する費用について１００％建物共済

の補償対象となるため、増額するものでございます。  

 補正の額の合計は５１０万円の増額で、総額２億４３７万６ ,０００円となりま

す。  

 次に、収益的支出につきましては、第５１款水道事業費用、第１項営業費用

６８５万３ ,０００円の増額をお願いいたします。  

 先ほど説明しました塩野配水池のポンプ制御盤及び長坂深井戸の水位計の修繕で

５１０万円の増額、産休職員の代替となる会計年度任用職員１名の総係費１４７万

１ ,０００円の増額、時間外勤務の増加による手当１９万９ ,０００円の増額、プリ

ンター修繕費６万７ ,０００円の増額をお願いするものでございます。第２項営業

外費用及び第４項予備費の補正はありません。  

 補正額の合計は６８５万３ ,０００円の増額で、総額１億９ ,７４１万１ ,０００円

となります。  

 （資本的支出の補正）  

 第２条  予算第４条中に定めた資本的支出の予算額を次のとおり補正する。  

 １５６ページをご覧ください。  



７３ 

 資本的支出につきましては、第７１款資本的支出、第１項建設改良費５０２万

７ ,０００円の増額をお願いいたします。  

 小規模な配水管布施工事及び下水道工事で支障となる配水管の布設替え工事、配

水管未整備箇所の整備で下水道工事にあわせて布設する工事でございます。  

 第２項企業債償還金及び第３項予備費の補正はありません。  

 したがいまして、補正額の合計が５０２万 ７ ,０００円の増額で、総額１億

６ ,９１７万９ ,０００円となります。  

 （職員給与費の補正）  

 第３条  予算第６条中に定めた職員給与費の予算額を次のとおり補正する。  

 こちらにつきましては、時間外勤務の増加に伴う総係費の増額をお願いいたしま

す。  

 職員給与費としまして、１５９ページにもありますように、手当１９万９ ,０００円

を増額補正するものでございます。  

 補正額の合計が１９万９ ,０００円の増額で、総額２ ,７４２万４ ,０００円でご

ざいます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 以上で、全ての議案に対する質疑を終わります。  

 お諮りします。  

 ただいま議題となっております議案第６５号から議案第８８号までについては、

会議規則第３９条の規定により、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、

それぞれ所管の常任委員会に付託したいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認めます。よって、議案付託表のとおり各常任委員会に付託すること

に決しました。  
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－－－日程第３３  報告第６号  令和４年度御代田町財政健全化判断比率及び  

資金不足比率の報告について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第３３  報告第６号  令和４年度御代田町財政健全化判断比

率及び資金不足比率の報告についてを議題とします。  

 報告事項の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書１６０ページをお願いいたします。  

 報告第６号  令和４年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告に

ついて  

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規

定により、財政の健全化に関する比率を別紙のとおり報告する。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １６１ページをお願いいたします。  

 初めに、１の健全化判断比率についてです。  

 実質赤字比率は、普通会計における赤字額の標準財政規模に対する割合をいうも

のです。当町の普通会計は、一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計、それか

ら小沼地区財産管理特別会計の３会計で構成されており、その普通会計の収支決算

が黒字であるため、実質赤字比率の算定結果は数値なしとなっております。  

 次に、連結実質赤字比率は、御代田町全体の赤字額の標準財政規模に対する割合

をいうものです。一般会計及び特別会計９会計と御代田小沼水道事業会計、全ての

収支決算が黒字のため、連結実質赤字比率の算定結果も数値なしとなっております。  

 次に、実質公債費比率は、御代田町全体と佐久広域連合や浅麓環境施設組合など

の一部事務組合を含めた公債費負担の割合をいうもので、標準的な財政規模に対し

て実質的に公債費として支出した額の割合を算定するものです。  

 一般会計の公債費のほか、特別会計や広域連合等、一部事務組合へ支出している

繰出金や負担金のうち、実質的に公債費へ充当している額を用いて算定しております。  

 令和２年度から令和４年度の３か年の平均で９ .８％となり、昨年度から１ .５ポ

イント減少しております。こちらについては当比率が３年度平均で算定されること
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から、令和４年度の単年度比率が７ .３％になりまして、こちらが加わったことに

より大きく減となったものです。  

 この令和４年度の単年度比率につきましては、前年度に比べ４ .４ポイント減と

なっております。一般会計の公債費につきましては、今後も減少していくと見込ん

でおります。  

 次に、将来負担比率は、町全体と一部事務組合、土地開発公社などの持つ負債の

うち、基金や特定収入で賄い切れない部分の標準財政規模に対する割合をいいます。

町の将来負担が見込まれる額に対し基金残額や将来充当可能な財源が上回るため、

将来負担比率は数値なしとなっております。  

 続きまして、２の資金不足比率です。  

 公営企業会計それぞれ４会計において単年度資金に不足額が生じていないため、

こちらも数値なしとなっております。  

 報告については、以上となります。  

○議長（五味髙明君）   以上で、報告事項の説明を終わります。  

 監査委員より財政健全化審査意見書及び公営企業会計経営健全化審査意見書が提

出されております。  

 監査委員より報告を求めます。  

 井田代表監査委員。  

（代表監査委員  井田理恵君  登壇）    

○代表監査委員（井田理恵君）   監査委員を代表し、財政健全化法に定める審査結果のご

報告を申し上げます。  

 ただいまご説明もありましたが、監査委員としての所見を述べさせていただき、

ご報告をいたします。  

 財政健全化法は、自治体の財政状況を早い段階から把握するためにできた制度で

す。その骨子は、収支が赤字か否か、公債費等の借入れが財政規模に比較して多過

ぎないかのチェックにあります。  

 具体的には、財政健全化法第３条で一般会計等の健全化についての審査を、同法

第２２条で公営企業の収支が経営健全化から見て資金に問題がないか否かの審査を

監査委員が担任しているところであります。  

 第３条関係の審査意見書は、定例会議案書の１６２ページに記載いたしました。  
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 私どもは、地方公共団体の財政健全化に関する法律第３条に基づき、町長より提

出された健全化判断比率及び算定の基礎となる事項を記載した関係書類を慎重に審

査いたしました。  

 第１に、審査の概要であります。  

 健全化判断比率の算定の基礎となる関係書類の審査の概要ですが、これらが法令

に準拠して適正に作成されているか、資料に基づいて算定した健全化判断比率は正

確なものか否かについて審査を行いました。  

 第２に、審査の結果であります。  

 健全化判断比率の算定の基礎となる事項を記載した書類は適正に作成されており、

これに基づいて算定された意見書記載の実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公

債費比率、将来負担比率は、いずれも適正に算定手続がなされているものと認めま

した。  

 令和４年度の御代田町の一般会計及び財政健全化法による特別会計の一部を加算

した一般会計等の実質収支は黒字となっています。  

 したがいまして、財政運営の悪化の度合いを示す指標、標準財政規模に対する一

般会計等の実質赤字額の割合である実質赤字比率と町の全会計の実質赤字額の割合

である連結実質赤字比率は、いずれも分子となる赤字がありませんでしたので算定

されていません。  

 次に、実質公債費比率は、一般会計が負担する元利償還金などの標準財政規模に

対する比率で、財政運営の弾力性の度合いを示す指数です。当期は比率が９ .８％、

前年比１ .８％の減少となりました。政令で定める財政健全化計画を作成すべき比

率は２５％ですので、問題ないものと判断いたしました。  

 将来負担比率は、一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対す

る比率、すなわち、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すという、とて

も大事な指標です。こちらも町の貯金に当たります財政調整基金等の残額が相当額

あることから、数値は算定されていません。また、財政健全化計画を作成すべき基

準は３５０％ですので、これにつきましても問題はありません。  

 以上が、財政健全化法第３条の審査意見でございます。  

 次に、財政健全化法第２２条に定める公営企業会計の資金不足比率について申し

上げます。  
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 第２２条関係の意見書は、議案書の１６４ページに記載しています。  

 この審査に当たりましても、財政健全化法第３条の審査に準じて所要の審査手続

を実施いたしました。  

 その結果、４つの公営企業は、いずれも資金収支に問題がなく、資金不足は生じ

ていません。このため、資金不足比率についても数値が算定されていません。  

 以上の結果、財政健全化法第３条及び第２２条に関連して、経営健全化の見地か

ら、是正、改善を要すると指摘する事項は今のところは全くありませんと申し上げ

ます。  

 結びに当たり、８月３０日には小園町長はじめ幹部職員の皆さんへ向け、今、申

し述べました所見に具体的な状況をさらに加えて決算審査の講評を申し上げました。

その際、前向きな受け止めの返答、そしてご挨拶をいただきました。あわせてお伝

えします。その思いを私たち監査委員は受け止めました。  

 また、決算書作成に当たった職員、そして当意見書の取りまとめに協力いただい

た監査委員事務局職員ほか、そして共に監査業務にお働きいただいた議会選出監査

委員の小井土哲雄議員と皆さんに感謝し、令和４年度御代田町決算審査意見書の報

告を終わります。  

 長々とご清聴ありがとうございました。代表監査委員、井田理恵でございました。

ありがとうございます。  

○議長（五味髙明君）   以上で、代表監査委員からの報告を終わります。  

 これより報告に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって、令和４年度御代田町財政健全化判断比率及

び資金不足比率の報告についてを終わります。  

 

－－－日程第３４  諮問第２号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めること  

について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第３４  諮問第２号  人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  
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（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書１６５ページをご覧ください。  

 諮問第２号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて  

 下記の者を人権擁護委員として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の

規定により、議会の意見を求める。  

 記といたしまして、氏名、尾臺良左氏でございます。  

令和５年９月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 現在、人権擁護委員として３期活動いただいております尾臺氏ですが、本年

１２月３１日をもって任期が満了となります。経験豊富で適任者であることから、

引き続き要職を担っていただくため、再任の推薦をするものでございます。  

 議会の同意がいただけましたら、法務大臣に委員の推薦をいたします。  

 任期は、令和６年１月１日から令和８年１２月３１日までの３年間となります。  

 市町村が推薦し、法務大臣が委嘱するまでに期間を要するため、本定例会に提出

をするものでございます。  

 ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 お諮りします。  

 本案は、質疑討論を省略し、直ちに採決したいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認め、諮問第２号を採決します。  

 本案は、適任とすることに賛成の諸君の挙手を求めます。  

（賛成者挙手）    

 賛成挙手多数であります。  

 よって、諮問第２号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、

適任という意見を付することに決しました。  

 以上で、本日の議事日程は全て終了しました。  

 本日はこれにて散会します。お疲れさまでした。  

散  会  午後  ３時４２分  


